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序

近年、鳥取県では妻木晩因遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の重要な遺跡の発見が

相次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体的に語られるようになりつつあります。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私たちの重要な責務で

す。

ところで、県内においては、現在、 w陰自動車道の整備が着々と進められているところであ
りますが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、この事業に{系わる一般国道9号(名和淀

江道路)の改築に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を実施してきました。

そのうち、名和町にある茶畑六反田遺跡では、縄文時代から江戸時代にかけての操々な遺講

と遺物が見っかりました。なかで、も弥生時代と鎌倉時代の集落跡、平安時代の水田跡と条里制

跡、室町時代の畑跡、江戸時代の建物群など、この地域の歴史を解明するための重要な資料を

確認することができ、このたび、諒査結果を報告書としてまとめることができました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵文化財に対する理解

がより深まることを期待しております。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川医i道事務所、地元関係者の方々には、一方な

らぬ御指導、御協力を頂きました。 心から感謝し、淳く御礼申し上げます。

平成16年3月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長有田博充
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序 文

一般圏道9号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延長約691kmの幹線道路

であり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の大動脈として、地域住民の生活と密着し大

きな役割を果たしています。

このうち、国土交通省倉吉河川関道事務所は、東伯郡泊村から米子市(鳥取一島根県境)ま

での76.6kmを管轄しており、時代の要請に沿った各穣の道路整備事業を実施しているところで

す。

名和淀江道路は、西伯郡名和町から西伯郡淀江町にかけての、国道9号の渋滞緩和、荒天時

の交通障害の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道路確保、などを話的として計画された高

規格幹線道路(告動車専用道路)であり、鋭意事業に着手しているところです。

このルートには、多数の埋蔵文化期包蔵地がありますが、鳥取県教育委員会と協議を行い、

文化財ー保護法第57条の 3の規定に基づき、鳥取県教育委員会教育長に通知した結果、事前に発

掘調査を実施し、記録保存を行うこととなりました。

平成15年震は、「古御堂笹尾山遺跡JI吉御堂新林遺跡JI押平尾無遺跡、JI茶畑六反田遺跡j

「名和飛田遺跡JI名和乙ヶ谷遺跡JI名和小谷遺跡jの7遺跡について財団法人鳥取県教育文化

財団と発掘調査の委託契約を締結し、同埋蔵文化財センターによって発掘調査が行われました。

本書は、上記の「茶畑六反田遺跡jの調査成果をまとめたものです。この貴重な記録が、文

化財に対する認識と理解を深めるため、ならびに、教育及び学術研究のために広く活用される

ことを願うと同時に、国土交通省の道路事業が、文化財保護に深い関心を持ち、記録保存に努

力していることをご理解いただければ幸いと存じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の縞集にいたるまで御尽力いただいた財団法

人鳥取県文化財団の関係者に対して、心から感謝申し上げます。

平成16年3丹
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国土交通省倉吉河川国道事務所

所長矢田光夫





1.本報告書は、「一般国道9号(名和淀江道蕗)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査j として実施し

た茶畑六皮田遺跡調査報告書である。

2. 本報告書-に収載した遺跡の所在地は、以下のとおりであるO

名和町大字茶畑字片吹369ほか

3.本報告書における方位、座標値は、公共座標第V系の鹿標値である。また、レベノレは海抜標高を

表す。

4.本報告書に掲載した地図は、国土地理院発行の1/25，000地形図「淀江JI御来崖JI船上山」を使

伊

用した。

5.本発掘語査にあたり現地指導および出土した鉄関連遺物の分類をたたら研究会委員穴津義功氏に、

土器の胎土分析を岡山理科大学自石純氏に、石材鑑定を遠藤勝寄氏にそれぞれお願いした。また白

石氏には玉稿を賜った。記して深説いたします。

6.本報告にあたり、遺跡、の航空写真撮影を専門業者に、現地における基準点測量および地形測量を

測量コンサルタントに委託した。

7 .遺物の実測・浄書は文化財主事および整理作業員が行った。

8. 掲載図面は文化財主事が作成したものを文化財主事および整理作業員が浄書を行った0

9.現場および遺物の写真撮影は文化財主事が行った。

10.発揮調査によって作成された園面、写真などの記録類、および出土遺物などは鳥取県壇蔵文化財

センターに保管されているO

11.本報告書ーの作成は文化財ー主事の協議に基づき執筆し、中森が編集した。文責は目次および文末に

3日しfこO

12.現地調査および報告書の作成にあたっては上記の方々のほかに、多くの方々からご指導、ご助言

およびご支援いただいた。明記して深謝いたします。(敬称略、 111員不向)

小野正敏(国立歴史民俗博物館) 尾野善祐(京都圏立博物館) 角田徳幸、西屠克己、宮本正保、

守岡正司(以上島根県埋蔵文化財調査センター) 佐伯純也(米子市教育文化事業面) 佐藤浩詩

(北九州市芸術文化振興財団) 下高瑞哉(米子市教青委員会) 田中義昭(元島根大学教授)

日紫喜勝重(島本町教育委員会) 平躍政幸、吉瀬正恒(京都市埋蔵文化財研究所) 村上勇(広

島県立美術館) 八重樫忠郎(平泉町教育委員会) 山本信夫(山本考古研究所〉 吉岡康l鵠(盟

立歴史民俗博物館)
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凡 伊

1.発掘謂査特における遺構名、番号は報告書作成時に大幅に変更しているO 新18の対照は本文中第

4・5章の第 1節に示した。なお、遺構の呼称は、例えば土坑状遺構については土坑とし、他の遺

構についても「状遺構」を省略した。

2.遺跡の略称はCRTとした。

3.本報告書における遺物番号は次のように記す。

番号のみ:土器、陶磁器、土製品、被熱粘土塊 S:石器 F:鉄製品、鉄棒、 C:銭貨

また基本的に土器・陶磁器は 1/4、土製品、石器、鉄製品・鉄棒は 1/3の大きさで掲載した0

4.挿園、遺構・遺物にはそれぞれ通し番号をつけた。

5.本文中、挿図中および写真国版の遺物番号は一致する。

6.遺物実測図のうち須恵器は断面を黒塗り、縁・灰稲掬器には縞掛けし、それ以外は自抜きであら

わした0

7 .遺物には遺跡名略称、グリッド名、遺構名、取上げ番号、取上げ年月日を基本的に注記した0

8.遺構、遺物に用いたスクリーントーンはそれぞれ以下のものを表す。

硬化面騒鱗警察 :焼土墾翠三三 赤彩

9.製鉄関連遺物に関しては、強力磁石 (TUJIMA PUP-M)と特殊金属探知機による鉄塊

の抽出と、肉披観察による考古学的な遺物の分類を行った。資料の分類、抽出、ならびに資料観察

表の作成には穴津義功氏に依頼し、ご指導賜った。

10.遺物観察表は時期ごとに各章、節に掲載した。表については以下のとおりとするO

(1)土器についての法量は基本的に口径、器高を記載した。すべての遺物に対して、復元したも

のは*印、残存値はムEPを数舗の前に付しているO 単位はcmで、ある。

( 2 )製鉄関連遺物についての法量は最大長、最大11語、最大厚、重量を計測した。

磁着度は鉄棒分類用の「操準磁石Jを用いて資料との反応、を 1~ 8までの数字で表現したも

ので、数値が大きい抵ど磁着度が強い。メタ jレ度は小型金罵探知機によって判定された金罷

鉄の残留度を示すもので、基準感度は次のとおりであるO

討 (0) 日は最高感度でごく小さな金属鉄が残留することを示す。

M (@) : Mは標準感度で一般的な大きさや金属鉄が残留することを示す。

L (鶴) : Lは抵感度でやや大きな金属鉄が残留することを示す。

特L (大)特Lは低感度でL以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

これらについてはo• 5区それぞれで時期(層位)ごとに分け、各地区の構成留までを作成
したが、今回紙11屈の都合で掲載できなかった。観察表にあるO数字は構成図番号を示す。

11.遺構・遺物の時期決定には下記の文献を参践した。

辻 信広 1999 I弥生中期中~後葉の土器についてJ辻編『茶畑山道遺跡J名和町教育委員会

八峠興 1998 I山陰における中世土器の変遷についてJ~中近世土器の基礎研究j xm 
八峠 興 2000 I山捨における平安時代の土器・陶磁器についてJ~中近世土器の基礎研究jXV

森田 勉 1982 114~16世紀の白磁の分類と編年J ~貿易問磁研究j NO.2 

上田秀夫 1982 114~16世紀の膏磁碗の分類についてJ ~貿易陶磁研究j NO.2 

小野正敏 1982 115~16世紀の染付説、血の分類と年代J ~貿易陶磁研究j NO.2 

九州近世陶磁学会編 2000 ~九州陶磁の編年』
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第 l節調査の経緯

第1章調査の経緯と経過

第 1節調査の経緯
国道9号は京都市から兵産県、鳥取県、島根県を通り山口県下関市まで続く総延長約691kmの幹線

道路であるO このうち関土交通省倉吉工事事務所では東伯郡泊村から米子市までの76.6kmを管轄し、

米子一淀江田・羽合一青谷間はすでに高規格幹線道路(自動車専用道路)が開通・運用されている。

またその一環として、名和淀江道路が討閣されており、これは名和町から淀任町にかけての盟道9号

の渋滞混雑の緩和や災害時の緊急輸送の代替道路珪保などを目的としているO

道路の建設予定地となる名和町は数多くの「埋蔵文化財包蔵地jがあり、名和町内ではすでに一昨

年度より調査が行われ、報告書が刊行されているO 今回の調査地である茶畑六反田遺跡は、平成13年

度に 1'"'-'3区において鳥取県教育文化財団が発掘調査を行ない、多数の遺構・遺物を検出した(註1)。

その結果を受け、国土交通省倉吉工事事務所は、鳥取県教育委員会文化課と協議を行い、文化財保護

法第57条の 3の規定に基づき文化庁に通知した。その上で記録保存のための事前発掘調査の指示を持

た国土交通省倉古河川国道事務所は、発掘調査を財-団法人鳥取県教育文化財屈に委託した。これによ

り、名和語査事務所が調査を担当することになり、財国法人鳥取県教育文化財ー回鳥取県埋蔵文化財セ

ンター所長から鳥取県教育委員会教育長に文化財保護法第57条第 1項に基づく発掘届けを提出し、調

査 に着手した。(中森)

(註1)八峠 興ほか編 2002 r茶畑六反田遺跡・押平弘法堂遺跡・富岡播麓絹遺跡・安原溝尻遺跡J
(財)鳥取県教育文化財団

図1 調査地位置



第 l慾調査の経緯と経過

第2節調査の経過
調査地は平成13年度調査地c1"'-' 3 !2I)を挟んだ東西にあり、その関係から西側をO底、東慨を5

区とした(註1)。謂査はまず O区より開始し、 4月22呂に重機による表土剥ぎを行なった。調査地

東に隣接する l区の調査成果を参考にしながら、併せてトレンチを入れ調査地内の堆積状況の確認を

行なっていった。結果、 l区よりも多い遺構酉数を確認し、また遺構・ j童物の時期も多岐にわたるこ

とが判明した。

l区において確認され、それより連続するものは縄文時代前期(最終遺構面)、弥生時代後期、中

世前期、中世後期の各遺構密であり、今回新たに平安時代、近世初頭の遺構酉、遺構を検出した。と

くに平安時代においては、人の足跡と思われる痕跡を多数伴う水田跡があった。県内においても非常

に構な検出例であるO また近世初頭の建物跡は規模も大きく、さらに翼易陶磁器や国産絢磁器など多

くの遺物が出土した。

これら違講群のすぐ下には無遺物層が摩く堆積し、その下に縄文~弥生時代の遺構面および遺物包

含層(黒色土窟)を確認したため、無遺物層を重機により取り除き、弥生時代の遺構面を検出した。

さらに最終遺構面までは厚く黒色土層があった。遺物が包含されているが人力による掘り下げには多

くの時間を要するため、埋蔵文化財ーセンター企画語整班と協議の上、遺講話より 10cmを残して重機

によって除去することとし、残りを遺構面検出とあわせ人力により行なった。当初遺構面2寵という

積算であったが、それを大きく上回る遺構揺を確認したため調査工程が延びたものの、調査後の空撮

などを符ないs月8日に調査を終了した。
5区は思土交通省による、調査地への重機の進入路、および廃土置き場設謹が終了した 9月3日よ

り開始した。設寵以前には人力によりトレンチを入れ堆種、および弥生、平安、近世の各遺構面の存

在を確認した。

近世の面では耕作地に伴う段や溝と考えられるものがあり、近世の陶磁器に混じり多くの中世後期

に比定される貿易・国産陶磁器が出土した。この下層で平安時代の条軍制の跡と想定される溝を多数

調査地西際にあったものは 2・3区において検出された溝とほぼ等間関に位置し、さらに現在

の土地区画と並行していた。

この面の下に摩く黒色土が堆績していたが、遺物も多く包含していたため作業員人数を増員して掘

り下げにあたった。弥生時代は中期のものを主体とし、竪穴住居跡3、掘立柱建物跡3、土坑は45慕

ほどを検出した。またこれに伴って多くの完形土器が出土し、茶熔山道遺跡との関{系など注自される

成果があった。そのため、 11月日日天候が悪い中現地説明会を行ない多くの参加者があった。すべて

の現地における作業を11丹25日に終了した。

(註1) 4区は未語査。
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第1邸調査の経緯

第3節 調査体制
0調査主体 財罰法人鳥取県教育文化財部

理 長 田博充

常務理 )11口 一彦(兼・鳥取県教育委員会事務局次長)

務 下回弘人

理蔵文化財センター

所 長 田中 弘道(兼・鳥取県埋蔵文化財センタ一所長)

次 竹内 茂

次 長 加藤蜂昭

調査課長(兼) 加藤隆昭

企画諦整班長 山析雅美

文化財主事 下江健太

庶務課長(兼) 竹内 茂

主任事務職員 矢部美恵

務職 田中陽子大)11 秋子植田恵子(9月退職)

谷垣 小谷

事務福助員 w根美代(11月採用)
。議i査担当 埋蔵文化財センター名和調査事務所

所 長 田俊雄

班 長 西)11 徹

文化財主事 中森祥、木山 浜田真人

諮査補助員 中播智明

事務福助員 金田かおる

0調査指導 鳥取県教育委員会事務詩文化謀、鳥取県埋蔵文化財センター

0調査協力 名和町教育委員会
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第2章位置と環境

第2章位置と環境

第 1節地理的環境
名和町茶畑六反田遺跡は大山北麓に位謹する台地上にあり、部を阿弥陀川、東は蛇ノ)I[によって画

されている。台地は北西方向に緩く傾斜する抵ぼ平唱な地形となっているO 台地の基盤には名和火砕

流(8"-'9万年前)が地山として帯在し、本遺跡J2)、東では地山上に堆積する大山火山灰や姶良丹沢 (A

T)火山灰が各遺跡、を包蔵している。本遺跡ではAT火山灰を欠き、台地の傾斜は潤辺の台地よりご

くわずかに緩い。それは耕作など、の人為的改変に起因するのであろう O 台地を開削する小渓谷はヴュ

ルム氷期(最終氷期)に形成されたと考えられるO また、縄文海進特の海岸線は、御来展付近において

山陰本綾沿いに、あるいは名和神社付近にみられる10"-'20mの高低差を持つ急崖で、あろう o (浜田)

第 2節歴史的環境

1 1E3石器時代~縄文時代

i日石器時代の遺構は確認されていないが、淀江町、関金町、倉吉市など大山山麓で遺物が発克され

ているO また町内では今年度の名和小谷遺跡、押平屠無遺跡において黒曜石製石器が出土した。

〈縄文時代草創期~早期〉草創期頃のものとされる有舌尖頭器が、町内では東坪字陣構、門前字上大

で確認されているO 早期では押型文土器が吉御堂金藤ヶ平遺跡、上大山第 1遺跡、角塚遺跡、高田

原第1i章跡などで確認されているO また茶畑山道遺跡からは、繊椎土器が出土している。

く縄文時代前期~後期、晩期〉前期については大山町の中高遺跡、中期は名和衣装谷遺跡の廷か、中

山町の縮工塚遺跡、で土坑や遺物が確認されている O 後期では名和町の吉御堂遺跡、や南)I[遺跡がある O

南)I[遺跡からは、西日本でも珍しい五角形の石組炉をもっ住居跡と磨消縄文の深鉢が出土しているO

また晩期については大塚遺跡、高田第10遺跡、文殊領屋敷遺跡などがある。

2 弥生時代

〈弥生時代前期〉前期の遺跡は名和田Iの大塚岩田遺跡があり、ここから環濠の可能性のある溝状遺構

が検出されているO また、大塚塚根試掘調査や茶畑山道遺跡、で前期の土器片が確認されている。

く弥生時代中期〉この時期の集落はやや丘陵側でみられるようになるO 名和町では茶畑地域を中心に

みつかっているO 茶畑山道遺跡は中期中葉~後葉が主で、掘立柱建物を中心とし、この地域の拠点集

溶とみられる。また東側、蛇ノ)I[を隔てた茶畑第 1遺跡、においても竪穴住居跡や大型の掘立柱建物跡

などが検出されている。阿弥陀川右岸の押平弘法堂遺跡では中期の土壌墓9基が龍査されている。

く弥生時代後期〉この持期の集落はさらに丘陵の上側に位量するようになる。名和町の茶畑第 l遺跡、

押平尾無遺跡、東高田遺跡、茶娼第2遺跡、があるO 茶畑第 1遺跡では竪穴住居や棟持柱をもっ掘立柱

建物など大型の建物跡が確認されているO また大tlJarから淀江町にかけて山陰地方最大規模の妻木晩
田遺跡があり、 400棟にのぼる竪穴住患のほか、回開突出型墳丘墓や環壕などが検出されている。

3 古墳時代

中期後半には名和町のハンボ塚古墳がある。 窪田mの円墳で、円筒埴輪や人物型や水鳥型の形象埴

輪が出土しているO 後期の古墳群としては、名和町では茶畑古墳群、高田吉墳群、門前吉墳群、富長

山村古墳群、坪田吉墳群、豊成古墳群などがある。
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第 2節歴史的潔境

4 奈良~平安時代

この時代には寺院の建立が各地で行われている。名和町内では、高田原遺跡があるO ここからは乱

五積基壊や溝状遺構が検出されており、上淀廃寺と同じ形式の単弁十二葉蓮華文の軒丸瓦が出土して

いる。 淀江町の上淀廃寺跡では彩色度調片が出土し、伽藍配置は 3つの塔心礎が南北に並ぶ。

また一方では各地で律令制が施行され、伯嘗国の盟庁や山睦道の駅などが整描された。平安時代に

編纂された『延喜式Jの記載によると、{白書国は六郡に分かれ、郡内には東から努賀駅、松原駅、清

水駅、和奈駅、相克駅の 5釈が置かれていたとある。そのうち汗入郡には和奈釈(奈和の誤記か)が

震かれていたとされるが、その正確な位置は明らかではない。名和町の長者原遺跡は郡街推定地で、

礎石抜き取り跡が調査され、付近から「財jの銅印が採集されているO この辺りには仁寓郡Jr東馬
「西馬郡Jの地名があり、その小字名からこの間辺に奈和釈の存在が推測されるO 阿弥陀JI!の河

口近くの大塚屋敷遺跡、では、掘立柱建物跡、が15棟検出されており、倉産群と推測されているO 生産遺

跡では、栃原須恵器窯で須恵器の窯跡、が推測されている。上寺谷遺跡では製鉄炉が確認されている。

周辺では鉄浮が表採されており、鉄生産の拠点的な存在であることが推測されるO

平安時代には名和問の茶畑六反田遺跡c1~ 3区)で緑柏胸器や墨書土器を合む条盟区画とみられ

る溝状遺構が検出されている。主軸はほぼ北を指す。この時期は各地で条里制が整備されており、淀

江平野に踏襲される条皇区画は著名であるO 名手日開では地名に「中坪Jr岩坪Jr大坪Jなどがみられ
ることや、地籍図や航空写真を見ると方格地割が検出できることから、条皇制の施行が推測される。

名和乙ヶ谷遺跡からは道路跡が見っかり、鉄棒が出土していることから鉄生産に関係する道路である

と推測しているO 谷を隔てた名和衣装谷遺跡、では工房もしくは雑舎とみられる 2間x5間の大型の掘

立柱建物跡が2棟調査され、線軸陶器や灰稿陶器などが出土している。

5 鎌倉~室町時代

名和町では扇状地に集落が見られるようになる O 茶畑・押平地域では茶畑六反田遺跡や文殊領産敷

遺跡、西側の押平弘法堂遺跡があるO ここでは建物のほか罷敷慕が調査されているO ただしこれらの

集落はいずれも鎌倉時代の後半には姿を消し、集落廃絶後、茶畑六反田遺跡や文殊領屋敷遺跡からは

耕作痕跡が確認されている。集落から畑作地へと土地利用の変換があったことが現われる。

元弘3(1333)年、隠岐島を脱出した後醍職天患を迎えたのは名和長年であるO 名和長年の居城跡と

されている名和公館跡{云承地をはじめ、的石、腰掛け岩、名和氏一族郎党の墓と言われる多量の五輪

塔群など、後醍醐天皇や名和長年にまつわる!日跡が多数存在するO 海岸段丘上には名和氏に協力した

荒松氏によって築かれたと雷われる富長城跡や長野城跡などの城跡が展開している。富長城跡は土塁

が残存し、その保存状態は非常に良い。この時代の土豪の居館跡をよく残すものとして貴重である。

この他にも、「門前Jr陣構」といった地名もあり、 LLJ城の存在が推測される場所もある。 門前礎石群
では礎石建物が検出されているO 白磁・青磁・染付などが出土しており、中世以降の寺院跡の可能性

が指擁されているO 浜ノ坂遺跡では、周溝を伴う土壌墓に室町期とみられる和鏡が副葬されている0

6 近世以降

寛永9(1632)年に岡山藩主の油田光伸が鳥取藩主となり、明治維新まで油田氏の藩政が続く O 御来

患は、伯番街道の宿駅で藩の運上米の積出港としても重要な位置を占め、汗入郡の中心地であった。

明治35年、山陰線が境~御来麗間を結んだ。大正天患が名和神社に参拝された際に、名和仮駅がで
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第2主主 佼鐙と潔境

ご心25£、5

。11、¥
関2 遺構分布 (8= 1 /50，000) 

名

き名手口駅になった。昭和29年には御来屋村・光徳村・名和村・庄内村が合併し、今日の名和町となっ

た。現在では米子市の衛展開として、また中山町・大山町との合併が決まり、新しい町に向かつて新

たな歴史を歩みだしている。(中森)

{参考文献】

名和町誌編纂委員会編 1978年「名和的誌J名和町誌編築委員会

鳥取県埋蔵文化防センター編 1986年仁鳥取県のヱ古墳J鳥取県教育文化財団鳥取県埋蔵文化財センター

鳥取県埋蔵文化財センター編 1988年れ日石器・縄文i時代の鳥取県j鳥取県教脊文化財団鳥取祭壇絞文化財センター

鳥取県埋蔵文化財センター編 1989年?歴史時代の鳥取祭j鳥取県教育文化財白鳥取熊埋綴文化財センター
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第l節平成13年度認査の概姿

第3章調査の概要

第1節平成13年度調査の概要(図 3) 
茶畑六反田遺跡は第 1章で述べたとおり、すでに平成13年度に調査が行なわれている(註1)。調

査範囲は、今年度調査区に挟まれる 1~ 3 区である。 1~3 面の遺構検出面が確認され、また第 1 遺

構検出面(以下「遺構検出Jを略)の上層から「耕作痕Jが検出された。

第 3酉は調査区最下部であろうと思われる(註 2)。この面ではピットが多く検出され、 3区にお

いては弥生時代中期後葉の竪穴住居跡が検出されているO しかし、 1• 2区における時期的なものは

不明であるO この面を覆う黒色土上部が第2面で、 1誌においては O区へ続く自然流路が検出されて

いる O 第 2 面(黒色土上面)から第 1 面までは概ね0.2~0.3m と堆撞は薄く、。区と様相が異なる O

第 1詣においては平安時代の条車に関すると想定される溝が4条検出され、これらは南北方向を向

き、 54~55m間隔に位置している。また開面では鎌倉時代の掘立柱建物跡を38棟検出するなど、

の遺構が2区に集中するO 一方押平弘法堂遺跡では屋敷墓を伴い、大型や楠列をもっ掘立柱建物が密

にあるなど、茶畑六反田遺跡とは在り方が違う O 当該期の集落構造を知る、貴重な成果といえよう。

この面上には 1毘において耕作痕があり、さらにこの上には近世の包含層が堆積する。 近習の遺構は

検出されていない。(中森)

(註1)八峠興ほか編 2002 r茶畑六反田遺跡他J鳥取県教育文化財団
(註2)註 1報告書:P8・9の土層断面では、調査地全体に厚く堆種する黒色土下面において第3商

と第2面とされるところがあるO また第2面は黒色土上層にもみられ、明らかに矛盾している。逮捕

全体図では第2面が言語査地全体 (P10・11)で、第 3面はP13の1!Rしか表されていない。そのため

ここでは O・5区の調査成果を踏まえ、この矛!霞を修正しつつ概略するO

第2節今年度調査の概要
1)調賓の方法

調査は茶畑六反田遺跡の東西両端であり、西側を 0区、東を 5広と定めた。

。区は先述のように l誌に隣接するため、その鵠査成果と合わせ、重機による表土剥ぎを行なった。

表土ま!Jぎ後、 10m掴のグリッドを設定した。本来ならば l区から連続する番号を振るべきであるが、

1区調査時には O誌を前提とした番号付けがなされていないため、南北車告を東から数字、東西軸を北

からアルファベットで新規に設定した。そして 1区画(グリッド)の番号は北東隅の杭番号で表した。

5区については、 0区調査終了関際に人力でトレンチを入れ堆積を確認し、その後重機により表土

器ぎを行なった。グリッド設定については O区、および 1~ 3区との関連性が保てないため、。区間

様新規に設定した。

どちらの区も検出した遺構・遺物の記録にあたっては、平板、トータル・ステーションを用いた。

また環場の写真掻影については、 6x 7版を基本とし、 351郎、デジタルカメラを補助的に使用した。

さらに部分的に 4x 5版を用いた。

2 )調査の概要

諦査は 5区への謁査地進入路敷設の関係から、。区より着手した。

0区では、隣接する 1区から連続する遺構が多くみられることが想定されていたため、その成果を

-7-



第 3章 誠査の概姿

検討し、確認しながら調査を進めていった。 その結果、 l思において確認された 4酉の遺構面(耕作

痕、第 1'""-'3面)を上回る遺構面があった。また閣としては確認できなかったが、中世末~近世初頭、

の遺構群があり、本語査区で検出された遺構は縄文時代前期~近世初頭にわたるものと しfこO

調査区は後述するように互層状に土が堆積しており、後世の削平などがあるものの、比較的面を確

'. 

'o 

第1i遺構検出産主

1: 1200 40m 
L一一一一一一一一一一一一一 I

図3

ヲ.C':

" 

、ヘ久

3区

2区

1区

平成13年度誤査遺構分布

-8 



第2節今年度調査Eの統'}，g

認し易かった。しかし調査積算段賠では 2面の予定であったため、工程的には苦しいものであった。

結果的には最終遺構面c1区第3部)において多数のピットを検出し、それらに伴って出土したも

のは縄文時ー代前期および後期のものだった。この面は黒色土(医層)で覆われていたが、その上位は

やや褐色みを帯び、その面で溝状遺講を検出した。 造物はほとんどなかったが、縄文時代晩期~弥生

時代前期のものと推定している。この面から下は堆積も厚く、かっ造物が希薄で、あったため、工程か

ら考え重機による掘り下げを行なわざるを得なかった。このIXJ語上面においても溝を検出し、これら

はl区かち連続するものであった。時期も弥生時代後期後葉で、 1区の成果と矛簡はない。

無遺物層を挟んでVI層上面では水田跡を検出した。これに伴い人の足跡を無数に検出したが、検出

状況は実測したものの、完掘まではすべて採る時間的余裕がなかった。そのため完掘図は足跡が密に

ある部分のみ実測した。この面は 1区では確認されておらず、東側へ延び、るかどうかは不明であるが、

少なくとも北西方向(県道側)に広がることは明らかである。上層には薄く白色細砂層 (V層)、そ

れを覆って厚く灰色砂窟(百窟)が堆積するo IVJ謹上面において中世前期の遺構が検出され、これら

は1"-' 2区検出のものと一連と考えられるO この面を覆う盟層は堆積が薄く、上面には耕作痕があっ

た。これも 1B:から連続するもので、上層の遺物から15世紀代のものであることが判明した。

調査区南西隅には中世末~近世初頭の遺構群があった。後世の耕作による削平により面としてとら

えることはできなかったが、大きく二時期あるO 大型の掘立柱建物跡2棟や大悲土坑などがあった。

5区は蛇ノ川を福てた東対岸に弥生時代中期、終末~古墳時代初頭にかけての大型掘立柱建物跡や

竪穴住居誌、吉墳などが検出されている茶畑第 l遺跡、また北側200mほどのところに

の大型掘立柱建物跡などが検出され、拠点的な集落とされる茶畑山道遺跡があるO そのため本区に

おいてもまとまって弥生時代のものが出てくる可能性は考えられたが、一方で 3区において当期のも

のが希薄であったため、まさに掘るまではわからない状態であった。

調査底は北側が一段低い耕地であった。重機による表土剥ぎ後、入力で掘り下げ、その段に関連す

ると考えられる溝状遺構を検出。出土遺物から近官後期のものであることがわかった。また同属中に

中世の貿易陶誠器を多く含み、。区とも関連し、周辺に当該期の遺構があることが想定されるO な

お現在集落が密集する部分が調査i玄北側にあり、その字が「麗敷jであることは示唆的であろう。

この下面には平安時代の遺構面があり、細く浅い溝が規則的に縦横にあった。これらはその規格性

から条皇に関連するものであろうと患われ、また出土した遺物から 1"-' 3区で検出されたものよりも

向時期、ないしは一時期古い 9世紀後半"-'10世紀初頭に比定されるO この地域の条竪制施行がこの段

踏までさかのぼれることは、貴重な成果であろう O

この下面には黒色土が惇く堆積していた。しかし遺物を多く包合していたため、。区のように重機

で掘削せず、作業員を一時的に増員して人力による掘り下げを行なった。この黒色土は大きく 3層に

分けられた。最上窟 (IV窟)は平安時代の告合層で、この下面で上面の条皇とは関わらない溝を検出。

V.VI層が弥生の包含層であるが、 V.VI層の境界を平面的に押さえることはできず、また遺構の検

も行えなかったため、明確に遺構検出の行える地LLI面まで掘り下げた。部分的には地山ì~JT移!冨をも

掘り込み検出しているものもあるため、本来の遺構掘り込み面から下がっているものが多い。

遺構は中期中葉が主体で、竪穴住居跡などは後葉であった。遺構の在り方は茶畑山道遺跡と違い、

当期の集落構造を考える上で良好な資料であるO また後期後葉のものもあり、茶畑山道、茶畑第 1

跡で検出されていない点は注目されよう O このほか在壌時代後期の溝が l条だけあった。(中森)

9 



第4主主 O区の認変

第4章 O区の調査

第 l節調査区内の堆積(闘い 5) 

調査区は南から北へ向け緩やかに傾斜するO 最終遺構酉の南北河端の比高差は約1.5mである。調

査前の現況は水田であったため、置場整備などによって上層は郎平されていた。とくに南半分におい

てそれは顕著にみられ、そのためVI震から上についてはほぼ遺存していなかった。

調査は重機による表土剥ぎを行なった後、堆撞状況を確認するトレンチを設定し(臨4)、掘り下

げを行なった。そこで、相互の関係をみつつ、以下に示す層位毎に平語的に掘り下げていった。また、

隣接する l区から連続して層位の確認を行なうべきところではあるが、調査区壁の崩落などにより困

難であったため、主要層のみにとどめた。

本調査区における主要な層位は以下のとおりであるO なお、土層名横の( )内は語査段階におけ

る層位名を示す。また本節末に遺講名の新旧対照表を付している。

と当o ¥ 

F 
と主主o

、ヤ九千¥

l特別ち

もJ

¥ I 

とこ当o F 

関4 0区調査前地形mll量

10 

"t3 

もは

¥ I 
¥"¥ も
号、

信 ii
1:500 l?m / W 

-7fL s 



61.0m 
A 

60.8m 

61.4m 
B 

60.4m 
C 

60.4m 

60.6m 
D 

60.8m 

v 

60.8m 
D' 

図5

1扇 工コ問 'lIlJ脅

H層 仁コ V閣 l唖溺

医局 VIl習 民厨

O区土罵街頭

11~12-

60.4m 

XJ習

第 l節調査区内の堆積

61.0m 

60.8m 
A' 

60.3m 
B' 

60.4m 

60.6m 

O 1:80 2m 



調査区内の准積一

:培灰邑砂質土。きめは粗く、 O.5cm以下の小磯を多く含む。謁査地の広範囲に広がる。

平均的にO.2......0.3m ほどの厚さがあるが、語査~北東部で辻O.6mほどと厚い部分もあ

旦p第

I層c1層)

とくに北東部は表土剥ぎ設階で掘削してしまったところもあり、堆積が厚かったるO

可能性は考えられるO 遺物は近世後期の国産陶磁器が主体的に出土する。

きめやや粗い。 O.5cm以下の小磯を多く含む。場所によっては I震と見:灰色砂質土。E屠(2層)

分けがつきにくいところもあるO 削平により T1より南、およびT3より南西へは広

がっていなL可。調査区西側では0.4......0.6mと厚く、東側ではO.2mほどと薄くなってい

この層は、溝7から溢れ出た洪水砂層と考えられるO 遺物は翼易陶磁器が多く、

15世紀代を主体とするO この下詣で 1区から続く耕作痕を検出している。

:培灰褐色粘質土。範囲はH層より狭く、南はT1の東端からT3-4の交点、をとおる

線から北側に広がるO 堆種は一様にO.lmほどと非常に薄く、部分的にO.25mと厚い

るO

直属(3層)

ところもあるO 中世話期包含居。下面に遺構面がある。

:黄灰色砂。粒子縮かし ¥0 T 2東端からT6-1の交点付近をとおり、 T4の西端あた

りへ伸びる線から南に堆積する。 O.3......0.4mと比較的摩い堆積であるが、調査i玄北側

N層(4層)

のC.D-3・4グリッドあたりはO.lmほどと薄い。平安時代前期の遺物を若干含む。

T6南端からT3 4交点のやや北側をとおる線:灰白色砂貿土。白色粘土多く含む。V題(5層)

しかし東側は

百層の影響か、白色土の割合が減る。この下面で平安時代の水田跡を検出した。

:靖灰褐主主砂質士。粘性強く、粒子細かい。調査区南西i鴇を除き全域に堆積する。全体

から南と、 O.lm前後と非常に薄い堆積ながら広範聞に堆積しているO

的にO.2......0.3mの厚さで、部分的にV層的な灰白色土を含む。古墳時代後期以前の遺

物をわず、かに含む。

:灰白色砂質土。鉄分多い。部分的に粘性の5郎、ところあり O 調査区ほぼ全域に広がり、

VI震は属)

百層(7麗)

南mlJで、はO.5mほどと堆積が厚い。無遺物層。

シノレト賓。やはりほぼ全域に京がり、調査区南、および西側においては

O.25mと厚く堆積するO 溝3・4の洪水砂題。

:黒掲色砂質土。 O.2......0.3mの厚さで堆積するO 上層はやや褐急みを帯び、

:ijt黄灰色砂。四題(8層)

その下酉で

縄文時代晩期~弥生時代前期に比定される遺構面を確認した。最終遺構留で多くのピッ

トを検出。遺物は縄文時代前期と後期のものであった。

区層(9層)

ここからは近世

:近世初頭遺構群覆土、および遺講内埋土。非常に混じりけの多い土で、上層

( 1 a...... c層)は暗褐色砂壁土をベースに黄・白色土粒を多く含む。

後期のものが出土。下層の 1d......f層が遺構埋土であり、灰色・灰褐色系をベースに

X震C1a......1f層)

(中森)
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黄・白色土などの粒土が多く含まれるO 中世末~近世初頭の陶磁器類が出土。

土坑1
土坑2
土法3



。区の調査

第2節縄文時代の調査
1 )概要(圏7、密版2 1) 

最終遺構面において当該期の遺構を検出し、これを覆うIX麗が遺物包含麗であった。ただし前節で

も先述したとおり、この麗は厚いところで0.5mほどの堆積があったため、作業工程上すべてを人力

そこで堆積の摩い部分に関しては、遺構面上O.lmlまど

第4章

により掘り下げることは不可能と判断した。

を残し軍機により掘削し、残りを人力で行なった。

遺構は土坑2t義、およびピット200基ほどを検出した。調査区は東側へ向け浅い谷状に{尽くなって

これら遺構は調査監の西側に偏る傾向がある。

もつかどうかは判断できず、従って建物などの復元は行なわなかった。

遺物は遺構面底上から前期のものが主体的に出る地点と、後~晩期とに分けられそうで、前者はD

4杭、 13杭周辺、後者はF5グリッドのピット集中部であるO とくに後者の部分は住居などの可能

性があるかもしれないが、判然としない。遺物の出土状況から、遺構についても前期と後~晩期の 2

時期があると考えられるが、層位的、および埋土からも明確には出来なかった。(中森)

これらが明確な関連性をピットは多数あるが、おり、

2)検出した遺構と遺物

土筑1・2(関心

土坑2基は 5mほど離れ近接しである。いずれも謁査区東側、土坑2は1区との調査区境近くに位

置する。土坑1はE2・3グリッドにまたがり、長径1.7m、短窪1.45mほどのやや摘円形を呈し、

深さは約0.3mであった。土坑2はE• F 2グリッドにまたがり、長窪 2m、想径0.95mほどを測る

形で、深さは約0.3mで、ある。両土坑とも埋土は医層栢当の単層であった。遺物は出土していな

遺構外出土遺物(図7、図版2-2、

遺物は調査区の全体から出土するが、先述のようにある器度のまとまりがみられるo 1 '""-'11は前期

に比定できょう。 1(関版3-1)はE4杭近くから出土したが、周辺にピットは少ない。これ以外

は破片である。 12~20は後~晩期のものと思われ、前期のものよりも偲体が大きい。粗製深鉢が主体

を占め、日のように20m以上離れ接合するものもあった。また17~20は F 5グリッドのピット集中部

から出土しているO 石器は全体的に少量であった。 S1 ~S 3は石鍛。(中森)

三三ヲ-

(中森)
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縄文時代の調査第 2節
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*3節弥生~古墳時代の諮資

表2 函8土器観察表

13 

14 

15 

品3

機考
地区
!翠佼・遂檎

C 3 
lXlM下総

C4 
LXI?iF!iYi 

第3節弥生~古墳時代の調査
1 )概要

弥生時代の遺構面は立層上面を中心とするO 平成13年度謂査の l区では第2・3遺構面で自然流路

(SD31 "-'33)が検出されており、これら流路が調査地北東部の飛び出した部分に続いていた。そして

S D33のみは最終遺構面 (IX層下部)検出とされていたが、今回これについてもK層上面であること

が確認できた。溝内からは弥生時代後期後葉のこと器があり、 l区と同操であった。また調査区南東部

では陸線的に伸びる溝などがあったが、これらは土層断面でIX層中程から掘り込まれたことを確認し

た。 遺物は非常に少ないが、縄文時代晩期~弥生時代前期のものが主体であったことから、概ねこの

頃と考えられよう O 一方弥生時代終末~吉墳時代には遺構はなく、羽窟および百層から遺物 (29"-'34)

が若干出土したのみであった。

ウー



第4主主 0区の認査

表4 区層下面ピット一覧(1)

No 
深さ
翠土 i 傍若雪 トlo. 地区 i長径 I短径 深さ 淫土 綴考

(cm) I (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) 

200 1 -1 55 I 37 17 lX 266 C 4 73 38 I 18 LX I 

201 1 4 自5 92 I 95 LX 267 G -1 85 I 82 I 46 I lX 

202 1 4 30 28 8.[ 民 弥生iiiJ綴鐙江主調; 268 D3・4 82 49 ! 13 lX 

203 J .] 日川底 269 。i 62 52 13 I IX 

204 J 4 67 I旬以 270 I D3・4 56 44 I 29 1X 

205 1 4 40 I 31 I 47 I lX 271 D ，[ 51 41 2.[ lX 

206 1.1 78 I泌氏; 272 E 3 I 52 46 30 lX 

207 1 -1 32 1 38 I蕊! 273 E3・ 140 105 16 lX 

208 1 -1 I 46 I 45 68 i lX 2f.l F 4 55 .jQ I 16 民|

209 1 4 63 lX 275 55 17 lX I 

210 1 -1 I 57 I 50 64 IX 276 F -1 38 30 14 IX ! 

211 火祭 277 I E .] .[6 Iぉ 19 lX 

212 

213 G 4 39 LX 279 E 4 官 I 55 12 LX 

214 G -1 38 351lilIX 280 E458153  34 IX 

215 G 4 42 i 40 19 lX 281 E 4 61 I 53 I 13 

216 G -1 65 i 50 14 IX E -1 59 I 54 14 I LX 

217 G 4 16 IX 283 E .] 。。 52 I 25 IX I 

218 G -1 43 40 I 23 IX 284 
E 4133653i1 ! 35i6 

1X 

219 

221 45 44 16 LX 286 E.[ 1 133 65 1 18 IX 

222 H 'I 35 34 15 LX 1 287 i欠設

223 H4 47 16 25 I lX 288 F 3 124 71 I 8 Iα 

224 H-1 58 42 26 LX 289 F 4 77 44 II LX 

225 H2 48 47 16 IX 2官。 F 4 世3 56 18 LX 

226 H 2Ii337j3ぉ
LX 291 F .I 45 37 11 lX 

227 I 欠~ 27 10 IX 縄文

228 13137136110 IX 293 F '1 33 33 15 LX 

229 1 3 38 25 23 lX I 294 F.I I 69 ，16 

230 1 3 37 35 17 IX 2ヨ5 F55615.1 1.[ LX 

231 1 8 8作 50 27 IX 壬1 2ヲ6 |欠滋

232 1 3 31 30 12 lX 297 F 5 35 LX 1縄文

233 28 24 13 IX 298 F 5 58 30 I IX 

23.[ 日・13 35 32 14 IX 2告9 F 5 37 35 14 I IX 

235 欠ifi 300 F 5 15 lX 

236 H・13 I 35 34 [ 15 IX 301 欠ili

237 1 3 37 25 i 19 医 302 欠~

238 ノノへF-:>きfi 303 G.H2 43 1 43 15 !以

239 H3 百5 60 6 LX i 304 G3 32 23 [ 11 ! 民

240 F 3 86 官 IX i 305 G339130  14 I IX I 

241 H3 53 50 10 lX 306 欠itr
242 F 3 27 13 LX I 307 欠お

243 H2 24 IX I 308 F 5 56 I 47 17 IX 

1] 

245 G3 I 90 I 61 25 LX 310 F 5 [2 41 11 IX 

2.16 I G.H3 35 27 17 lX 311 F 5 71 I 71 10 I IX I 

247 G 3 32 22 14 lX 312 F 5 。。 44 21 I lX [ 

248 G3 LX 313 F 5 .18 1 44 ! 13 IX 

249 G 3 60 [ 43 I 15 1X 314 lX i 

250 G3 30 民; 315 欠主持

251 G 3 28 I 11 I IX I 316 F 5 75 44 27 IX 

252 G3 22 I 22 10 I 訳 317 F 5 [ 50 42 19 LX 

253 G3 20[20[10 IX 318 F 5 3.1 25 16 IX 

254 G 3 43 33 12 IX 319 38 10 LX イ1

255 28 28 13 lX 320 E.F5 I 84 51 I 30 !αi  

256 G3 12 I 38 I 16 民 321 E 5 .IO! 36 I 10 IX I 

257 G 3 28 24 I 14 医 322 I E 5・6iωI  .[ヨ 1 21 IX I 
258 G2・3 50 49 i 9 lX 323 E 5 68 I 57 I 13 I lX 

259 I G2.3 10 34 17 LX I 324 E 5 42 35 12 IX 

2ωF  3 14 36 I 10 双 325 i欠設

261 F 3 32 9 lX 326 E 5 66 ぉ I 13 [ IX まi

262 F 3 15 28 14 I IX 327 E 5 1 67 6，[ 13 IX 縄文j茶室主(2 ) 

263 F 3 32 I 11 I 氷 328 E 4 58 トi 28 I LX 1 

264 G5 70 44 22 IX I 329 E 5 61 47 16 LX 

265 [ G5 38 -132[ 氏| I 3犯 E 5 I 63 52 1 10 以|

18 



第3節弥生~古墳時代の諮査

表5 区層下酉ピット一覧 (2) 

出。
主義径 短径!深さ 壌土 繍考 トW. 短径 l深さ;淫土[ 儀考
(cm) (cm) I (cm) (cm) (cm) I (cm) 

331 E 5 36 31 I 9 武 383 1 H3 32 28 22 IX 

332 E 5 70 60 I 14 I IX 384 13 30 291231 lX 

333 E 5 35135110 lX l 385 65 61 I 35 1 氏 j
334 E 5 52 H 10 1 氏 386 1 4 42 1 38 1 50 lX 

335 E 5 33 17 IX I 387 1 -1 49 12 1 77 i LX 

E5・6 。 i欠番

337 E 5 iδ 3宮 16 以[ 389 82 60 

338 E 6 109 63 I 19 lX 394 欠話?

339 F -1 00 45 I 13 I lX 395 1 -1 65150133 LX I 
340 o.四 55 13 I 15 l口〈 396 H 3 49 14 28 lX I 

06 65 I 56 I 13 lX I 398 F .1 22 21 11 IX 

342 0653150  i lX 399 1 4 36 30 19 lX 

343 D IX 

344 05 61 11号 48 以 i 401 日3 45 30 22 I lX 
345 06 67 I 67 11 LX 406 E 5 50 35 I 17 lX ! 

346 06 68 41 I 23 LX 407 F 5 50 40 I 20 LX I 
3H 06 26124111 荻 408 F 4 57 1 総 13 lX 

348 06 70 70 10 LX lO9 E 3 75 1 泌 8 LX 

349 05 10 35 I 13 LX 410 03 110 32 lX 

350 。 2 411 03 86 51 

351 05 21 IX I .1l2 44 35 I 20 IX i 
352 E 4 15 ki  413 H 2 5040135 LX 

353 04・5 50 CIO 21 lX 'IH H2 20 I lX I 
354 05 29 28 21 LX c1l5 H2・3 46 35 18 lX 

355 欠fti 416 H2 27 21 14 LX I 

山;
欠fti 417 E 5 53 47 l告 lX 

17 !氏 j 418 E 5 
40 I 39 ! 20 川 川( I 

38 27 427 C 3 31 I 28 I 22 
1.1 40 22 LX I 428 C 3 33 1 33 1 15 

38 鉛 百 民[ 429 

E … IEU2・】92 194882 222991 1 EKK 上氏 1361 I 05 50 I 32 12 lX 430 

362 05 牛14 ，13 16 双 i .131 1X I 二i二坑2
363 04 14 14 15 LX 132 lX 

36A 04 42 30 12 I lX 433 05 64 I 45 23 lX 

365 C 4 45 I 16 氏; 434 05 40 3.1 13 lX 

366 C 4 59 42 435 06 57 55 17 LX 

367 C 4 60 I 42 16 氏 436 E .1 56 I 47 26 lX 

368 C .j I 38 34 12 LX I 437 E 5 71 62 11 I lX 
369 61 60 16 L'( 438 F 5 40 20 氏;

370 C .1 41 30 21 LX 139 F 5 98 74 18 

371 C 4 33 31 ! 12 lX 

凶2 I 13 1 30 一い2崎8 I D以駅川372 幻銘吉 463 ! G4・ 140 

373 04 iω55  464 F <1 75 60 

374 

I 40 I 30 
.165 F 5 

375 F 4 466 I 0 6 70 I 55 
376 61 82 1 16 LX 467 04 62 45 17 LX 

377 0.E6 I 90 67 11 以[ 168 C 4 59 47 16 I氷
378 1 .17 I 41 12 lX 469 1.1 42 26 1 40 LX 

379 G2 52 37 18 I lX 470 06 50 16 lX 

380 G2 66 45 10 I氏 171 03 125 I 32 LX I 
381 G2 48 47 I 12 I lX 

欠苦?
H2 17 I lX 弥生。 477-499 

382 10 31 

またVIおよびIX層についてプラント・オパール分析を行なった結果、 VI層においては高密度で検出

されており、稲作の可能性が指摘されている(第 6章特論2)。この時期、謁査地東側では茶畑第 1

遺跡など遺構が密集するO その一方本調査地において遺構が希薄であること、およびこの結果は、当

時の景観を復元する上で貴重な成果といえよう o (中森)

19 



第4章 O区の謝至宝

2 )検出した遺構と遺物

溝 1(鴎10、臨版3 3・4) 

調査区東側から入り込む 1区SD32に続き、溝2を切るo I障は1.2~2.0m、深さは0.6m ほどを測る。

1区内では鹿線的に北流しており、。区に入り蛇行しているO 遺物はわずかで、図化できたものは24

だけであった。溝2を切るが、検出面からもそれほど大きな時期差はないものと考えられるo (中森)

溝2(関10、図販3-3・4・6) 

調査区北から続く 1IRSD31と一連のものであるO 調査区内で大きく逆C字状に蛇行する。 i揺は1.6

~2.4m、深さ 0.7~0.9mほどを測るO 底から側面にかけては毘大な擦がみられ、最下層には拳から人

頭大i擦が堆積するO 埋土中の土器は弥生時代中~後期で、中期の;まうが後期のものよりも欝滅してい

る 。(中森)

溝3・4(図11、図版3-3・5) 

調査区南東部で、南東から北西へ流れ並行する直線的な 2条の溝を検出した。西側の溝 3は検出長

約29m、それより東へ3.5m離れた溝4は約9.2mで、あった。どちらも幅は概ねO.4mであるが、深さは

溝3が0.2mに対し、溝4はO.lmほどと浅い。またこの溝4の東には、 O.lmほどの浅い窪地があった。

人為的な掘削によるものかは判断できなかったが、いずれもやや砂賞な暗褐色土を埋土にもつO それ

故ほぼ向時期のものと考えられよう。図示し得た遺物は28のみであるが、検出状況などと合わせ、縄

文時代晩期~弥生時代前期である可能性があろう o (中森)

、ヤ久---f-..-

マム
D3 

手/
ノ

図9 弥生詩代遺構分布
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G区の認変

平安時代の調査

第4菜室

第4節
1 )概要

平成13年度調査では 2・3区を中心に当期の溝が検出されており、それらがほぼ南北方向に並行し

そのもっとも西側に位置

開隔を測ると、本調査思の 5ライン付近に相当するが、同様の溝は検出されな

されているOに位寵することから、条毘に関連するものと54~55m 

する 1区SD30から

本区においては後述する中世前期遺構居間様、調査区南側は後世の削平によりなくなっており、遺

構面を覆うN'VJ蓄はGラインあたりまでで途切れる。遺構は調査区北西部のVI層上面で水田跡、を検

かっfこO

だたこの面を白色のシルト質な土 (V層)が穫っていたため、検出は比較的容易であったO

O.4m 
① m 
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第4節平安時代の調1!l:

表7 図10・11土器観察表

この層は東から南にかけて堆積が薄い、あるいは上層に削平されており、 l区へは続いていない可能

性が考えられる。そのため、水田面についても l 区では確認されていな ~\o ただし西側(県道下)へ

は明らかに続く。なお間層には火山ガラスなどは含まれていなかったため、テフラではなく河川性堆

槙であろうと考えられる。遺物はVI菌、およびこのよ層のIV層からわず、かで、はあるが、平安時代前半

の土器が出土し、これらは 1"-' 3区溝中出土のものとほぼ同特期であるO 遺構は水田跡のほかには、

溝を 1条検出しただけであった。

また分析によって、 IV層から高密度のプラント・オノfールが検出されたことにより、本遺構面が水

田跡であることが裏付けられた。(中森)

2 )検出した遺構と遺物

溝 5 (図12)

調査区北東部、羽窟上面において検出した直線的な溝である。検出した長さは13.6mで、北側

査区外へと続く O 揺はO.4m前後、深さはO.25mほどであるO 遺物は出土していないが、検出題から

当期と判断した。直線的ではあるが、溝の方向性や位置関係から先の条里溝とは関係ないものと思わ

れるO (中森)

水田跡(国12・13、カラー図版 1、図版4・5・6 1) 

調査区北西部の300rrfほどの範囲に広がっている。畦畔は明瞭なところでO.lmほどと低く、かっ削
表8 図14鉄製品観察表

遼物 ; 構成 j 閥 ! 透物名
計議IJfI誼(cm)

E霊童蚤 I 磁斎度 Iメタ 1.度 徽考
番号 No 番号 ; 長さ

穏 + 墜さ (g) 

x 14 1 鉄製~:~l (芸主主主Jω 7J子 D6 j I¥'窓j 6.75 2.25 1..15 25.0 i iUム〉

つ う~ 14 1鉄製品(銭必弘)釘 I F3 I 1¥'泌 j 1.35 3.35 0.25 6.5 2 iUム)

3 14 I熱製品 Ofiiムぷ)奴状不1111 I F2 I 日汚 3.75 2..)5 1.75 I l4.2 |鋭化〈ふ)1
4 安 14 I鉄製品 I F5 I I¥'It'I I 2.6 2.05 1.0 7.1 j 滋 {と (乙ム )1 

14 I紘)(光総)鍛冶 I F2 I 1¥'1，忍 3.2 3A5 I 1.55 10.') I ; なし
|各 i14 I鉄製品(絞滋品)校全n I D5 I 1¥''.;) 3..) I 3.65 3.55 I 32.0 i鋭化(ム )1



第4J)き D区の調査

---戸

/ 

1:160 2m 
匡=説

i藷5

平を受けていた。しかし鉄分の堆積によって、明瞭な区画が検出できた。その

ためこの鉄分の範囲を水田の区調、そしてその間が畦畔と判断し実測した。た

だ全体のわかるものがないため水田の数は正確には不明だが、検出したのは約

20面であるO

遺構はE.F-4・5グリッドにおいて、比較的遺存状態が良好であった。

大きいもので東西 6m、南北4m、小さなものでは東西4.5m、南北2.5m!まど

で、面積も11"-' 2 5 rrfと大きさに差がある。形状は概ね東西に長い長方形を呈し、

その方向はほぼ等高線に沿っているO また比高差は10cm程度ではあるが、南か

ら北へ向け槻田状になっている(断面c-c¥D-D' )。
この水田面上には無数の小さな窪みを検出した。それらの長径をみると、大

きく 15cm、20cm、25cm前後の 3類型がある。また、縦長で中央の左右どちらか

側が窪むという形状から、人の足跡であろうと考えられるO 国12のように一方

向を向くものもみられるが、列をなすなどの規則性は看取できない。(中森)

遺構外出土の遺物(鴎14、図版6-2"-'4)

59.0m 

当期の遺物は少なし1。遺構由直上で出土したものは44土師器護、および50須

恵、器高台付杯だけで、町層中でも若干土師・須恵器があった控度であるO これ

は調査区内が耕作地であったことを反映しているのであろう o 35・48・49のよ

うに 9世紀末"-'10世紀初頭のものもあるが、主体は10世紀前半と考えられるO

1:80 2m 

①灰褐色砂'i!{土

O 
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またわずかに鉄製品、および羽口先端部が

出土しているO (中森)





第4節平安fI寺代の認資
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第 4言 。区の調査

第5節 中世前期の調査
1 )概要

平成13年震調査において主体をなす時期である。掘立柱建物跡は38棟検出され、その大半が2区西

側に集中しており (A群、註1)、 1x 1、ないし 2関のものでほぼ占められている。主軸の方向に

まとまりがみられ、出土遺物から同時期性がいわれているo 1区においてはA群から離れ西へ行くほ

ど遺構密度が希薄になり、 2棟の掘立柱建物跡があるだけであるO ただこれらはA群のものより規模

が大きく、かっ建物題国に柵列をもっO

。毘ではN層上面において、当該期の遺構を検出した。調査区北慨に集中するが、これは調査区中

央から南側において遺構圏、および包含層であるE層が削平されているためであるO 南へ遺構が麗関

していた可能性は十分あったと考えられる。検出した遺構は掘立柱建物3棟、土坑6墓、溝l条ほか

である。また、上層の頭層上面で検出した耕作痕と向操な、かっほぼ問方向の畦状遺構もあった。

掘立柱建物跡は後述するように、いずれも東西方向を主軸にとるO 擁立柱建物1・2においては建

物周囲に柵列をもっ点で¥l区西側検出のSB30・31と類似する。また掘立柱建物3も1x 3間と、

やや大型のものであるo 2区のように建物が集中することもなく、本調査区から l区西側にかけてと

2区では、集落構造に差異が見出せるo (中森)

2)検出した遺構と遺物

掘立柱建物 1(国16、図版8-5) 

F 3グリッドを中心に、東西方向に主軸を採る o 2 x 3間のもので、南北方向の柱間は1.7mほど

であるO 東西方向はP3-4-5、P1-10-9間が2.5mに対し、その西側に続く P9 -8、P5 

6 関は1.95m ほどと短~ìO 西列中央の P 7は飛び出るように配されており、この部分はテラス状になっ

も

ワと4

1た

ち

図15 !:fJt堂前期遺構分布
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中俊前期の調査

は建物の柱穴より、

(中森)

第 5節

これらていたと考えられる。またこの建物を圏むように 4方向に柵列が伴う。

深さ、平語経などが一四り小さい。

掘立柱建物 2、土坑3 (図17・18、カラー関版3-2、国版8-1・2・4) 

D4グリッドに位置するO 東西方向を主軸とする 1x 1間の建物である。柱聞は南北1.1m、東西

は2.15mであり、東西方向は倍近し、。そのため間に柱がある可能性も考えられたが、検出されなかっ

た。柱穴の深さはP2をのぞきO.3""'0.4mと深く、径はO.2""'O.25mの楕円形を呈す。この建物の北・

西・高は柵で閉まれ、北列P16からは白磁碗 (54)が出土した。柱を抜き取った後人頭大の磯を 2個

人れ、一番上に碗の破片が入れられているO なお同一片がこの周辺遺構面上からも出土した。

これは長径1.1m、短径O.9mほどを測るや

や構内形をまするもので、深さはO.lmに満たない。土坑北西掘に切先を西へ向けた状態で小万 (F

7)が出土した。床面よりやや浮くが、検出状況からみて流れ込んだものではないであろう。また南

西橋では鉄鎖状のもの (F8)、このさらに南、床面より浮いて土師器四 (53)が出土した。

P 16の西1.2mに土坑3がある。この北列と建物との関、

この土
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日
一
戸
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1:80 2m 

D -70 

坑の性格については小万などの出土

から慕である可能性もあろうが、{立

あり、

置的に掘立柱建物2と一連のもので

この建物に伴う地鎮遺構とも

考えられよう O

F 

E' 

59.9m 
E 

また建物の東側には畦状遺講が広

じ方向で

あり、後述する中世後期の耕作痕同

様地形に沿っている。建物と耕作痕

がるO これらは等高線と
G' 

59.7m 
G 

? e キ実
ー主主主:令指三:明白土。主主日

の位置関係からこれらは向時期では
掘立柱建物2図17

なし可。しかしその前後関誌は明らか

(中森)

(圏18)

C 4グリッドの東部、掘立柱建物2の北側 4m付近に位置する。長径1.3m、短i.I1.1mの楕円形を

(木山)

にできなかった。

土坑4

呈する O 深さO.2mを測る O

(図18)土坑5

E 3グリッドの西部、掘立柱建物 lの北西側 4m付近に位置するO 長径O.8m、短径O.6mの楕円形

(木山)

30-

を呈するO 深さO.2mを測る。
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一 一
《コ，
F8 

53 
σ 

々Jコア

58.5m 

土坑3

58.5m 

土抗3、P16
1:20 50cm 

、 守 ー今一一一一一一 今一一匂守令 今今.........今一。 一。一 。 守色合一 一
ム九一ー ;・二 ‘...................，............ ム 也、...ゐー
;。マ干 ・ ヨマ ゐマ..白。 J今白今 Aマヘマ
F ‘。・守⑤守 、......・ e 、。ム ー二

0 ・守 マ。 eふ‘・ 4

マモメ
ニ1:J元4

ロ60.2m 
土抗4・5
1:-10 1m 

令令....一占一.マ.令 今白今3 企ゐ..
企 ・.. 守。 e マ 。 サー

F8 @ F7 

1:4 lOcm 

一£さ

こと坑3・4、P16および出土遺物

。 1:3 10四

聞18

(図19、図販8-3) 

D6グリッドにおいて検出した。北東隅は一調査区外にあるが、東西方向を主軸とす

る1x 3 間の建物と考えられる。柱聞は南北1.45m、東西O.6~O.8m とややぱらつきがある O 西側の

柱間が狭い状況は掘立柱建物 1に類似するo P 4 を除き、深さはO.15~O.25m と浅い。

溝6、土坑7 (閤19、図板8-3) 

溝6はD5-6グリッドに位置し、南東から北西へ直線状に流れるo I幅O.8~2 .4m、深さ O.lm、検

出長約10mをj員.lJり、北西は調査区外に続く O また、土坑7北西側の底面両端から側溝状のものを検出

した。検出長はO.8mと1.6m、幅O.lm、深さO.04mを測るO 埋土中から鉄製品 (F9 )が

(中森)

掘立柱建物 3

調査区北西瞬、

してい

土坑7は溝6の南東部に位置するO 長径1.3m、短径1.1mの楕円形を呈し、深さO.2mを測る。いず

れも理土に暗灰褐色粘賓土をもつこと、検出状況から問時期に形成された遺構と考えられるo (木山)

31 
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こと坑7
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土坑7
①怒灰褐色才占号室ニ1:(灰色砂気土ブロック状;こi見。
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②磁灰色砂笈土(やや紡賞。キメ紹1かい)

土坑6
①U1i褐色粘'ji(土(匝溺)

議6・7、議6断面

1 一一一一一」

詳年8、掘立柱建物3
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主主10 図18・20・21主著書・飽磁器観察表
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表10 図18・20・21土器・関磁器観察表

品
起きテ m

G Fl1 

O 

守O

ロ
U @ F13 

-Q-
F12 

ぞフ F14

F18 

F17 

F22 

O~d 

O (jCJ F26 

~ Q 

毘22 遺構外出土遺物 (3) 

F24 

表11 図18・19・22鉄製品観察表

; 途物 l 機成 j 閥 l 遼物名 j 地区 I 透腕議 ; 長さ
計測値(cm)

i 愛(g媛) 
番号 No 番号 穏 i 隠さ

7 i ぎ ;」11と88よ1i盟鉄鉄製製品(鍛造船綬刀 01 I土t1l3 4.1 I 27.15 l.95 216.0 I 安 鋭化(ム)I 
8 安 I 18 I ~j;i}:U;?， (1設造品)絞っ 04 I :1cl)L 3 l.95 i 6.15 。守85 |鋭化(ム)I 
I '怠a I 品(不時]) D5 i i持品 2.1 l.6 1.5 5.0 ;誘{ヒ(ム)i 

10 I変 I22 2丈霊2品(j設造品)絞っ E2 III総 2.45 I 2.9 l.55 9.1 l ;鋭化(ム)I 
11 君 I22 室長率1Afz(;設造r?U)会主 I 0.) I llIfiii 1..) 3.95 立85 7.2 滋itcム)i 
12 I @ 22 鉄製品 (jl'hるr~rl) 紡縁取、給付 B2 却炉; 5.6 4.9 3.4 48.2 ;誘{ヒ{ふ)I 
13 Iな I22 鉄製品(l設;j芸品i1l)刀子又は$T E2 阪 I 0.7 1.8 l j鋭化(ム)I 

14 ;ぉ i22 j 主主 ~iifJ (疑i注品)波紋不明 E3 I即!吟 2.4 2.65 1.25 9.0 鋭化(ω;
I (底 I22 Illii持3j段f会t宰(大) I C4 I Ill!滋 1.65 5.65 166.0 I なし i 
i 吸 I 22 純正5疑itl!'$(合側1) 04 ! III絞 I 10.15 ヲ95 3.75 I 350.0 l [鋭化(ム)I 

~湾 22 機JfJ鍛冶(小) B3 i mfM 2.2 3.0 1.55 1.)。 2 

18 ;匁 I22 I!発)f;鍛冶rj;(小) B3 I I宜!段 3.1 5.65 2.15 26.6 ; なし | 

19 I @ 1 22 ;ちilJf3鍛冶浮(小) I 06 I mたすド 4.15 I 4.75 l.9 35.0 なl I 
I 20 I蛍 I22 i波形鍛冶 C'j i 1II ~IYI!ii I 5.9 4.4 2.6 62.0 “ つ なし ; 

iぉ i22 総!伝書主治y幸(会主主、 小) I C.) 回総 2A5 3.9 2.9 19.0 ワ“ 加と(ム)I 
I 22 iむ I22 I 設 {{J i~~ C4 I IIIf，バ| 2.05 3.2 1.85 14.6 2 なし

23 I泌 I22 ;羽[J(うたk;tJ)鈴台 04 IIIぞ I 4.3 5.35 2お i 総合 i l なし ; 

24 I さき I 22 ;JlJ] C先総)読f台 B2 111対 3.05 3.9 2.3 12.6 ; なし寸i 
25 I設 22 初[J(先総)鍛冶 B2 I 111陰j 2.25 .1.45 2.7 11.8 I l ; なし
26 I I 22 ;j3J1] (7¥己J詰)鍛冶 C2 I III総 l.45 2.55 1.15 2.6 なし

つり
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表12 中古前期ピット一覧

No. 地区 長f歪 i短径 深さ {綴王寺 No. 地区 長f圭綬f圭深さ i翠土 {綴幸吉(cm) (cm) (cm) (cm) I (cm) I (cm) 

「に?シ
おL¥Lll建物3P3、土紛怒J十 52 D3 25 I 1宮 29 必

D6 39 
15 I 27 公53 03 18 

間一 叫鈴州3P 2 弥伎を建立主 54 D 3 21 20 17 i必[
2 06 笥51 、

55 03 17 15 

3 28 36 i CD i総絞建物3P 7 56 I E 4 I 29 25 Iぉ;会|

06 49 ，)3 安;
01 C 5 38 29 じ

百7
41 rJ) 58 0，) 27 27 ;詰立ttm指2P17 

b D6 30 27 45 会 i j粒絞悠物3P 5 110 F 3 26 2.) I 34 ま 長aLiLtHM対1P22 

6 0・E5 37 13 CDI丈分多い III F 3 27 21 28 (1， J認定:tHJl物 1P23 

69 ヨ〉 jt 2 P 4 、土防it~躍i 112 E 3 27 22 I 24 CD Jむ立徒士E物 1P24 ，勾
04 

37 Iを113 E 3 20 20 長3了正犯ill物 1P2う

C 5 21 23 Cu I lH E 3 I 19 18 31 i CD j認定ね建物 1P26 
告 C 5 26 I 24 I 18 会; 115 E 3 [ 22 19 27 こじ j認3l:tH:1J物 1P27 

10 C 5 25 I 24 33 I安; 116 E 3 I 26 22 42 CD 長iij'Ll.Ut物 1P 9 

11 C .1 I 20 I 20 ぉ j会! 117 F 3 20 18 23 とじ 綴j'LIHf物 lP11

12 C，) 33133 30 1 CD j長iJ3l:十Hll物2P14 118 F 3 34 26 53 ヨ〉 j誌なIl建物 1P 5 

13 04 24 1① 縄文つ 119 F 3 21 20 40 安〉 l¥j[}'Lttill物 1P20 
14 C ，1 43 i 30 47 必; 120 F 3 I 24 20 ぉ ICD ;器;立t1ill物1P 6 

04 98ω  fw R ii E鉱翠綴H作(5物02 P 16、後2 つ、 1~ 121 F 3 17 17 23 cr: 総立持主主物 1P 7 
15 45 

122 E 3 i 20 19 帝t協窃な王立校建物 1P 8 
16 C ，1 23 I 21 43 123 F 3 ;17 16 31 1 1; I J¥1l3l:t主主主物 1P18 

迂(側主的2P 1、~ F 3 38 23 37 1 rJ) Il¥TI3l:tHJl物 1P 17 
17 04 

1 22 125 F 3 〈工、 J詔立むill物 1P ，) 

18 。1 76 60 36 a; ;題校ffi物2P 2 126 F 3 27 23 10 CD! 

19 04 47 I 30 11 I CD I 127 F 3 20 19 i 28 ヨ) I郎氏住建物 1P16 

底悩峨、録制悠物2P 15 i 128 F 3 25 庁、三ノ 長.IJttiゐill物 1P 14 
20 D4 

129 F 3 20 20 i Q CD lis3l:ti:建物 1P 2 

21 04 23 23 66 1 CD J話立十'l:ill物2l' 13 130 F 3 23 20 63 CD j事I}Itl建物 1l' 10 
ムム D ，1 1 20 1 16 17 建物l'12 131 F 3 25 25 26 i罰!立校illl詰1l' 1 
23 D .1 I 21 21 !9 じ J認定住ill物2P11 132 F 3 27 1 25 1 22 〈む 長部J'Lt主illi!JJ11'13 

24 0.1 26 20 16 I必 長H:u:.十i守主主物2l' 9 [ぉ 20 I 35 会 [線対i悠物 1P 3 
25 D .1 25 I 22 24 ヨ〉 J¥1lrLttill物2P 8 出+日行ト 19 I 17 I CD j総立tlゐ建物 1P29 

26 。i 19 I 17 16 ¥f主ノ¥ J¥1l立段建物2P 7 135 17 12 1 ，1; J号ね:主主物 1P28 
27 04 20 18 29 多 i際立十「悠物2l' 6 19 I 20 ① 

28 D .1 27 1 26 .19 (、h土) J¥1lrL役立II物2P 5 150 18 I 6 i CD 

29 D 4 I 20ω  13 0:' 151 22 I 23 I CD 

30 o 4 1 44 I 22 64 ぐむ 手話立十till物2P 3 152 20 I 20 会

31 D3・4 25 I 21 15 1会 182 21 1 会

32 。3 127 23133 zぺ~ 183 F 2 2 Cu 
33 04 20 I 20 27 I① 184 24 22 〆にれ 1¥日古段ill物 11'12

34 D 6 25 15 28 〈会 長選3l:ttill物3P 1 185 。3 50 45 57 j ヨコ
35 。6 I 30 1 29 会 J事j立:tl主主物3P 4 186 03 41 34 17 I CD 

36 05 21 21 13 ミ会 110 D 4 86 ICD ;結立tl:ill物2l' 10 

37 D 5 1 20 I 15 28 バ¥ノ矢 441 04 25 22 安

38 D 5 26 1 25 I 18 @ 4-12 0，) 20 16 会

39 D 3 20 18 32 @ 443 D，) 22 20 CDI 
40 03 38 24 32 i、私ノ 4.14 04 2.) 23 4 品、ーノ

41 03 32 ミ安 4.!5 D 3 品。 22 7 CD 

42 。3 25 I 23 22 会 446 D 3 9 

43 03 19 i 16 13 ミ手 447 02 85 72 18 〆¥言ノ、

3 i 19 ! 16 12 ② 448 F 3 22 13 27 1① 長u3l:tl土II物 1l' 19 

46 D 3 14 19 ミ?l 44号 F 3 13 20 f市z、 持i立お:illf持1P21 
47 D 6 66 66 16 1必 ゴ二総務llll、縄文漆~f，; 450 F 3 l百 18 1 15 I会 ;言ね建物 1l' 15 

18 欠設 459 D6 ).l 11 w々、 i
49 D 3 23 21 19 〈会 460 D 6 12 11 2 

50 D 3 16 1 16 I 23 必 461 D 6 15 13 3 うつ ; 

51 I D 3 1 21 20 I 20 会 i
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土坑8はD5グリッドの北部、溝6の北東側 2m、土

に位置するO 長径1.0m、短荏0.6mの靖円形

(木山)

土坑6

カラー図版3ーし

坑?の

を呈する。深さO.lmを測る。

遺構外出土遺物(図20，.....，22、

問販丸 山-2) l' 
3 〆〆

C.D-4グリッドを中遺物は土師器が主体を占め、

心として出土している。

A A' 

は口縁が直続的に長く外傾す

るものと、短いものの 2種類がある。杯では形状がわか

るものはなかった。当該期の土器編年はまだ確立したと

は言い難く不明瞭ではあるが、白磁五 .IV類碗などから

みて概ね12世紀代に比定できょう O また貿易陶磁や瓦質

土器はほとんどが中世後期に相当する豆層から出土した。

このほか鉄関連遺物があり、椀形鍛冶j宰や朝日などから

小規模な鍛冶が行なわれていたことが窺える。

(註 1)八峠

鳥取県教育文化財団
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第6節 中世後期の調査
1 )概要

平成13年度調査では l区において東西方向の畦状遺構が検出され、焔跡と推定されているO 花粉分

析の結果からイネ、およびソパの栽培の可能性があり、かっイネであれば乾田であった可能性が指摘

されている(註1)。遺構の時期については、中世前期以降近世以前としかわかっていなかった。こ

の耕作痕以外の遺構は検出されていない。

。区においては盟層上自で 1区から続く耕作痕を検出した。今回プラント・オパール分析を符ない、

稲作の可能性が高まった。また調査区境に自然流路と考えられる溝、また畑に並行して細い溝2条を

検出している。この遺構簡は厚く灰色砂質土(豆層)に覆われており、間層から出土した陶磁器類か
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第6節 ctttt後期の認査

遂物!開 i地蕊
番号 室番号 !璽{位澄檎

穣別 i器援 I ロf歪 ; 器商 I 
(窓)

特 喜重
焼成

色 Z理

107 23 
1'2 

丈島ji ! 綴 ネ28.0 ム3..15 デいロ。ゐきま受外体け部:詰筏外口f今出f、め言告語。をノ造、3民ケ;詰5寄内詰与之:議と上怠;j、わiヶこれつ;土るま幻従み紋片が下が、色ず滋訟、J内i三こか角も形絡らH状さiれニ宍るした。る勺oハケメは終ITlIナか H乳 外 : 終し、おjfiJ色
百年9・1I溺 良好 ;内 長塁王立

日I23 I ~詳 29 喜主 *27.0 ム5.6
休館丸みをもっ、の委主}然t子市やや丸みをもちながら、

良'ifi好 ID((立1M加工商取り。内外Ifliナデ。

109 23 
F5 

j材杯司不; 1 *2泣2ι<1 ム3.2お5 I 7、4仙も7 i いものの可iiEtlあり 良夜?色

ド2
iぽ I IIIl (判 8) ム0冒;滋手のもの。附間糸切り内溺間色{ける。

1 訟 ;外次的
Ul}9 良好内色

111 26 
D6 

ITll 1.'1 浮応おおはい。やかや内ら5外ヲ2ミ語くりナ設う迂デや時Cか;こ1絞に5詰め立郎ちる総刊iー糸が誌堵2るi;1りま。外作似おがか1らねくを、まけ器史援認は;立内浮長くj、/;，.:幻J設L立P詩〆J 良訟好 ぃミ駁色、

i 長三 外 e 一部スス付ミゴー

112 26 
C4 
!ωji 

佼桃川する体部をい口縁側iま丸く絞める q 内外! 筏
赤?とv怠

II総
ffil *8.2 1. 

百五十デ。官;回転糸切り。 Jミ

113 26 
D4 

Jニfili 自i
1.5 I応部川箆く緩や州立ち上がる会議後は11酬やや!州 i 滋 j悦

IIf;.i IJ縁談議>1士九く絞めるc 内外{話ナデ D主部罰金;糸I;JJ~. 良好

114 
C4 

llwl 
脱出1 I *8.2 

4 !i 綾部からi忠く緩やかに ")'/:ち Ißる。~~怒i土日数へ[持皆くなるC
1.4 きま滋詰;はやや三j1J形状コ内外立IJナデ。応部回転糸切札 良好

fを主主

C4 
太郎IIil *8.6 I~凶作郊l胤 z長良i綬色、

1. く絞める。成立111豆半三糸切り ; 良好 !fiOi耳; スス{、n
D2 

h箆内ι日こZけ夕外寸寸郊ト勾J品な:泌話諒ナど巧iにヂこ。f怒i在主5絞と主?箆告詰部なF符鈎2完iる字転ι♂糸u明jη。給土iにこ石主炎ミなジ拭試砂宇犯三乏分多く 勾み f捻昌在色と乞 良好 i i長銘与迩5ぶL、寸f品E色主
llft" 

土蕗ji 目立 *8.8 1.7 

117 2詰
C3 

;二t JIIl *冒.0 1. 
絞殺~'Jiこ外綴する{ぷ泌をもっ。 1コ紋立議議五;ょメLく収めるむ内外

及訟1"1' I銘い燈色llk三 語;ナデ.1在官1;使i松糸I;JJ号かと

118 
C4 

U，j: 罰 *9.4 1.4 
外弱体部ri"l伎は寸デ;こより、ややntむ。仁]縁然m;:立岩手[摂取 主主

|を色
II対 り状。応部;巨]絞糸切り。 i走喜子

119 
D4 J.:r.'li I 11立 *9.8 1.3 

m:音j;から泣く緩やかに立ち kがるちい112などと 1'1緩やや)'~め5 ぶ !鈍い佼II 日没綴部;ヱ丸く絞めるc 内外illJナデ。注調;居率三糸切り。

E3 
太郎 i 目立 * 10. 0 2.0 

タト反する口紋認をもっ喜怒"土やや尖り気球一件mJにはナデによるfjtI 街 I浅i者総色
II滋 が事i絞iこ祭る。 fff詰;@]奪三奈切り 3 銭シItべやや大唱のものであるミ 良好

D5 
土品E (*3.0) 

全体的に非常に{fiE¥1;;滋い.i宇部i主主しみをもつに内外語1ナデc 子主

IIえさ
成 ム0.7

耳;白紙糸切り
災好 淡;tIf主

D4 杯 (*7.0) ム1.8 主主泌総事く、体郊;主主主い。内外泌ナデ。成i出回転糸切弘 主主 ! 1附色122 26 
ll~ぎj

lニ(;ji

中古川野iのものか? よ R良和E好L 
123 26 C4 :U，ji 自 ム1.0 叩附;こ;;fin'>l;r:とんどないいし手づく州問るつ 鈍い悦

ll)緑

D4 主主 外.灰?詰色
12.) 

日}議
上院; ム2.'1 !ffi%弘司会が浮い手づくねの!札 口縁土器部:土外主主するつ

良好 [人l: ~nし、政経色

E3 
jこ長1I 1II1 * 11. 0 ム1.8

タト是認iまわずかに上方をi毎く主幹1五日数 F;こに強:、すもデによる宮 会III、;をほ色
ll)議 ができ、そのFはよさ笠設いc 内震の認さとも丁寧で、治I:iま非常によいこ 良好

126 26 I1議 均五誌 号炉| 判官 j ム1. の:立するロまま広告戸内外とも翁iこは段入がみられるc
詫5 fjil 主去五疋色

良好 治上:淡f;);虫色

127 
E4 ;釘磁 禁*11.8 ムl7 j jj f占iのコ縁仇り。内illi:二、 川主形ヰk:ニ沿って主主た;こ刻字主文a 穏iI立内外j.'t入 f安宅告 表E 主主灰色26 
lIk設 良好 5台土淡E記念
D5 

{潟 I * 13. 2 ム2.3 口数IJ¥外的る然文銭。 UlID滋c
李首2苦 手出紋灰色

128 26 
JIIたす I fH子 ;飴 i二淡灰色

129 26 
日2

E定 * 14. 8 ム2.9
が外皮切 数:淡点緑色

II 綴 多い。 I二在lDlilっ iミ E台土決灰色

130 26 
D4 

itf長翠 E完 1111#":外反する 1R~文時話。 1:l lI D鎖。
数空若 総ー卒去淡色

i綴 良好 給二七灰色

131 26 
D6 
i滋 長完 * 15.0 i ム2宮 州内するもdλ 幻縁側;こ条の脱が滋る J円 筏 i事!J 緑灰色

II!¥九j i 。 良好 絵ニiニ淡D(o
D4 

向感 j 総 * 15. 6 ム2.2
仁i絞が0]:立fj'Jiこ立ちとがる。タトITfiiこl主義Hi品きitE弁文総。 Iニ111 f設主主 事IJ 後緑色

II溺 B-I¥'支賞。 良好 !台 i二:淡淡色

133 26 
C3 

fω; 磁; ム3.2 然文の!諸=戸、Huiiこは総のJ.'l:入やや多い。
数詩: 数々紋灰色

II 良好 目台土'淡灰色

134 
D3 

再定 ム2.6
}勾?話見込みiニ僚級、外i訴は;;切り記号的立さ弁文。 I:.III日 II I 数複 数 己主緑色

IIJ滋 類ご 災妻子;絵ゴニ淡灰白色

C2 
!ム2.05

教主奇 数主灰色
135 26 

II長寿
言語合内ITfiから姿;土盤frtj"見込みにはi遺書、が線記iされる。

良好 E台、土淡淡i当色

出 26 C4 ;丈弘
続!

主主{寸けを主主えね台向車:まで)忠告jlずるつ 台装土燦除。見込み ま設草皆 lW:淡緑灰色

I綴 ;こ}lさ弁文かっ i主主f 給土 j交灰白色

137 26 ?1 Fi2t i i ili綴 i続 I(*4. 2) Iム1.95 低く方形なおなが付くもの。校山 事h淡ずf手'i:o
内ITfiから土然手IHε 見込みにはi!1!~作文か。 良好 1111:1ニー淡灰i当主主

26 I 
F2 数主主 獄絵灰色

138 
II主導

時話 (ネ5.2) ム2.7 均台付;すまで泌総=ぷ合否認から内fi百i土然右illo緑Ii土J:t入多い。
良好 J1#i土:淡E天王立

139 26 
E2 今白

総 ム.1.4 外商;こ片切号彩りの弁文をもっ。 1二位113 U綴3
数主張 1司1:1交怒:灰色

III綬 良好 fJ台ゴこ:淡灰白色

D4 I!帆;;:.ø~ ;ム3.5 外部然文、内部i:こ主主弁立たの文主主をもっ
名文;者 filJ:i翠緑色

II綴 良好 給ニヒ ;去D<色
D5 

I 総 (*5.5) ム2.4
丸みを川淵古川る柏町で際情熱さ:h.，糊;税制色

IIl1! 合裂のみ然意11.主Z弊がdr<治色になっているコ 良お 月台土淡E疋色
E2 i干滋 怒2な5百るく。方円形:沼なかおらも箆、が位f認fく数も是の ζt形H態171、立総総結数後方三法'1ぎな取どりはか民多じ浮だくが稔、が手会授『土る誌3 2お 数:認:灰色

142 26 
II緩

{潟 (*.1. 5) ム2.3
ドミ 飴1:::)疋色

1.13 26 
G5 

ム2.95
ふ1合内[mまで泌総され、 i弘会長;のみ祭i4ilのもの。内外とも表lJ 数密 数:絞殺を2

I i土ーし、。 良好 拾ニi二淡灰色

D3 
*20.3 iム2.05

渡部で「iく土J尖Eドj!eiこ折れ、 [ヨ設立詰泌を 1:.;!Jiこつまみ 1:.げてい 殺訟 j右1I 章表灰色l，j4 
II)i'I る点在日 η~\I!'k: :filll主役入多い。 良 月台jニ淡淡色

145 26 
D5 

i当f主主 lIIl 1. 95 
Jおとりお15?をもっmし見込みにはね涜きのfC;{のIJ疫が後る。 教主主 i.苦i灰 I~I 色

1I是認 約i士郎とをもっ。森H)D群 Irw 討uニー灰白色

l.j6 I 26 
D5 

f投石誌 多角杯; 持8..j 
ム1.6 口数波状;こなり、 f宇部;こも六 Iflif~の間取呼がj!M討しする。奈良! 護主主主 幸吉 灰白色

1I溺 D群。 良好 給J二灰白色

147 26 E日問4…γ同tー1降参ソ皿υ同|1 ム1弱 体的の服折ι部ややトからは蕗仇知人多"凶DJ.lf. I i紬
宇佐 手Ls色
絵 i二 次Eヨち

26 ! I31 533 (2 2) 1 i1 ム1.45 I 話いる。。泌が妓森田許口認Z群をに。銘没す文人のる泰も寺 1のが?付をも設っし2ておH~おれ、下半Jか、結ら成下室を客受約cけ殺たに;'1法は設人があ多 数字li'lf立
148 

日台ニi二 灰白色
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172 

。マ 1:4 lOcm 

2 、i

ーョ 174 

167 

仁二二一ご二A
168 

わ
題27 遺構外出土遺物(2) 

表13 図23・26土器・閤磁器観察表
主審物 ;事5語 地区 l 口径 ; | ヰ寺

胎土 ; 

番号 番号 j翠位透告審
翠耳IJ 帯怒 (底 高 喜重

焼成
色 言書

149 26 
H 4 

五笠諮 ωJA仁， ( 3.-1) ム125 I 銭高台はやや綴話;が丸みをもっoi宇都 F::V:.から fT~IJt;。右I!Iこ 数主主 お1:手Li3色
I隠 は1=1人多L、。見込みは縁状iこfl!J剥ぎ。森山DitL f三喜子 給二上 灰白色

150 26 
0.1 I ふ12 おがお話山気味の叫鉄うtøtìj$~ir~~í本it.wÎl'iばんだ!制 設ii:乳白色
百九 i!己主じ。議111E llifo 良好 !治 1::1}ミ自主:

151 26 
04 i白fコJE佼裳 i t杯不 I 水6.1 I ム2.1 漆縦抑問悶5談飽制蹴笠幻間叫ゴ』非!ドわ附附附附:コ川清湘7古常制れ;主ωはYれ山;にこ滋Lい、、。 附足制調部い;幻; 務 :1夫色
証左ヨ がj留まるc 岩石rnE 21拝。 災好 IJfi二1:灰白色

152 Iお C 2 :i:nE 総 ム18 ほほ成立する仁l縁をもっ。苦fii\~:å~t 、 ;附門i灰白色
]]1宇} N好 IJI;:I: 灰白色

C 2 I ci~Í-イ ζ ;も 金lJ 灰白色
153 26 

1ヨ
丸みをもち泣江主("Aiの仁i録。外百TIIこHj:-t，立文。小野C定員総。

: 良好 2会灰白色

15.j 26 ! 
日3
i守iE 務

あまり休部;二丸みをもたな"0!J金二上ややきJ~nで、兵子の色も やや絞 寝台:1}il'J包
日 J縫い。系。 災 I!id: :灰白色

155 26 表:1こ ; ム10 丸みをもっ帆外治材料 ij il庁it;子 攻防在:

E 4 
10.2 I 62.6 問料丸みをもっ皿 削閲と同胞の齢制。れも錦1制よ町全空五良縫良段A寄好百富T 156 1 26 

日!設
1lI1 

と者えられ、渋内でiまEHyJ!!iJ授のでもtHiしているc
日吉赤}詰E立

157 26 E 2 潟{，6 部1I *11.2 ム一16一 {本Ii!lでやや係ItfJするもの。外[lflは{本訴;下i立、内[i!Iはロ 表lJ:i支線灰
1I1諮 み泌総する。潟戸美総 始二上。灰白色

o 
揺不10.05

ム2.3 I f平ililでやや筏IUIするもの。 157とg;lなり渓tf.i;J1におい 約 .1犬絞り
君
! r詰lld

初l二泌総する。 j額Fヨ:J~i祭程。 月会土 淡褐色

C 2 

| 明閣立たう 11持品 *12.9 ム185 ! Iコ紋綴;泌がま芝く外皮。全体が]i:: lt~;滅)，(([1，1。溺Fî~完滋 良好 給!こ 淡日ミ?呂包

160 26 
06 

PJ;Je，ii 13.8 ム18 I []手れま小さな波状がi!.li*/éする。長IJ:之校入 ~t);') i認P:J~淡援。 教災苔好; 右!治1:土。ミ絞灰沃白色n 

161 26 ! 
C 2 ;数泌 総 :H苦悩
1I ド'oJ:I" ム3.6 外泌{本部下位以下左足IJ色。 内外とも君主はいっ議1ご1美主。 良好 ;治ゴ_: i:ili)(ll;I色

E 3 
陶器 (寸前( ム18 低いお会主札制約の畑山城lo溺叫問。 I滋良好守;jjj怒jfii二iこHfl淡f日間色色IIJjャ;

42 

〆

語考



第 6節中世後期の調査

P
1
1
h
 

m
w出
り
'
G

M
化
。

一

F

同
紛
抑
制
W
H

む

の
間
w
w
g

門

MUH

。

続
山
ψ
H
O

一

回

れ
初
制

V

①

肉
料
M
V

⑤

一

F

山
間
出
W
出

⑤

仙
川
即
断
川
山
①

一

陀

ぬ
関
山

W
影地

U

@

一

P

点

刷

出

制

官

@

ρ似
鴻
N
V

i

命日ー

内

M
H
M

什

A
M刈

O F43 

亡ヲ ((ケ-:1¥
"'='-' F42 

3向。

村
山

M
U

内

M
U

て三3b

。F49 @ F50 亡コ~ F52 

知山
W
ー島
。-
⑤
自

ー

d
v

。 同

vF63 

(YO 州

~一一一一一~ハ\、

八ー/' F61 

……  
一一一ト一一一一¥1殴 L¥i))日I J 
也 7ゃ";;J，~ I1 ノ
マ守やや<';0' ¥Hf 
1ミコとぷーノ ¥0' F65 

@ F48 @> F47 
匂附 W 日 5

@日6

定3-gm @--~- -~ 
亡~r @ F54 。F55 ⑤ F56 0田7

図28 遺構外出土遺物 (3) 

F64 

43 

ハ
川

υ

F62 

内
日
川
M
U

門
U
W

F70 

U 167D  168匂九

選q2喜久34or;
@O 0 ド F77 0 F78笹口打9

~ '̂'F76初、¥ri 

V υ~ D ~ 0 ~。

F71 



第4章 。区の識変

透物 Ij章l2l
醤号!漆号
一一一一一一γ一一-
163 I 27 

164 27 

165 I 27 

166 I 27 

167 27 

計1
170 I 27 

171 I 27 

一一ーム一一一

計三

車重別

ド持苦3

表14 罰27こと器・陶磁器観察表

28.2 

* 30.0 

ホ28.0

* 31.4 

(* 12.2) 

(* 7.2) 

* 30.2 

MJlIll 

長i~主主 *33.9 

らみて、これらの遺構は15世紀代のものといえよう O

2)検出した遺構と遺物

溝7・8(図23)

色調 備考

tiIlliii 

(中森)

どちらも幅0.5""'0.8m、深さ0.3m前後の溝であるO 溝7は溝 9と焔跡を閤むように位置し、おそら

く溝9につながっていたと考えられる。また、北西部には土坑状の大きな窪みが2基連続し、 fO、が互

層状に堆積していた。あるいは井戸状に掘られたものであろうか。溝8は溝7より11mほど南西に位

霞し、並行する。畑との関係、およびどちらも規模が一定であることからみて、人為的に掘削された

ものであろう。またこの溝開に遺構は検出していないが、耕作地であった可能性は考えられよう O

(中森)

溝9(閤23、図版10 1・3) 

l区との諮査区境に位置し、溝の東肩は 1区にあたるが、前回の調査で確認されていないためその

についてはわからなし」もっとも南で、最大の検出幅が2.7mほどを測ることから、 3m以上の!揺を

もつものであったと推定される O 検出した長さは32mを越え、北側は東c1区側)へ曲がっていく O

南側底面は小さなピット状の窪みが連続し、比較的流れの急、な流路であったことが窺える。また断面

をみても、この溝は少なくとも 2段措あったことが確認できた。この溝を境に等高線が変わり、それ

に沿って畑が作られており(図25)、畑へ水を取り込む役割を担っていたものと考えられる。(中森)

畑跡(国24・25、園版10-4) 

調査地北側で検出した。畦状遺構はやや北向きだがほぼ東西方向を向き、等高線に沿ってつくられ

ているO 畦のqJ高は0.3""'0.5m、高さはO.lm前後と{ほし、。畦間は0.4""'1.0mと幅にばらつきがあり、 l

区においては密にあることと様相が異なるo (中森)

遺構外出土遺物(閣26""'28、カラー図版3-4) 

立層からはまとまって当該期の遺物が出土している。土師器は底部回転糸切りの盟、貿易陶磁では

青磁が主体を占めるO また白磁はD群であり、青花はわずかであった。国産陶器では備前産播鉢(註
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表15

筋
一
叩
閃
一
円
引
一
総
一
山
田
一

mm
一
九
一
花
一
ね
一
丸
一
お
一
%
一

η
一
花
一
均
一
日
制
一
伝
一
位
一
お

2.1 

鉄製品(鋳造品)長男、仁iままgf;

鉄製品(雲寺@f~Ó) 綴?

鉄製d6(主主fi主品)鱗?

致事;~iifJ (鋳i主Sll)総?

鉄製品 (~ii主g)

鉄製品(銭J立ぷ)U~~ 

鉄製品 (~i造品)綴ワ

鉄製品(鋳造ii!;)設さ?

鉄製品(恕~f.i室I?ll)凝りに不明

存在形鍛冶浮(含然、 qJ)

機形綴J会1字 (IIJ)

ちを)f;綴冶涼(小)

3.45 

3.3 

D .1 4.35 

2 )が多く、これらから本層の主要な年代は15世紀前半にあるが、後半に下がるものが若干みられるO

また鉄に関しては鉄製品が多く、鍛冶津は少ない。このことは、工具など製品の補修程度の小規模な

鍛冶が行なわれていたことを示すのであろう。(中森)

(註1)渡辺正弓 2001 r茶畑六反田遺跡における花粉分析」八峠ほか編『茶畑六反田遺跡、他J所収
(註2)乗問 実 2000 r備前焼措鉢の編年についてJU第3盟中近世備前焼研究会資料』

-45-
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第?節 中世末~近世の調査
1 )概要

平成13年度調査では遺構は確認されておらず、今回

の調査でも調査区南西隅からまとまって検出したのみ

で、遺構面は後誼の耕作に際し削平されている。そし

て遺講群は県道下へと続いている。

遺構群には大きく 2群あるo Iコj字状の溝が南北

に連続し、これらに囲まれるような範顕であり、

をA群、 i者側をB群としておく O またB群は非常に遺

構密度が濃い。後述するように、遺構の切り合いから

少なくとも 2時期がある。しかし遺構埋土が灰掲色あ

るいは黄灰色系で、これらに黄・白・褐・黒褐など様々

な色の粒土が混じるため、各遺構の同特性を確認する

チことは難しかった。これら遺構には16世紀"'17世紀初

頭の貿易陶磁器や盟産陶器がまとまって伴って出土し

ており、県内の当該期資料として数少ない良好なもの

といえよう o (中森)

2 )検出した遺構と遺物

A群は溝10に屈まれた範簡であるO 土坑は 2基ある

が、どちらも溝に切られるため、溝10より吉~)o また

溝に囲まれた範囲内にはピットがあるが、それらが建

物を構成するような配列は見出せなかった。

溝10(国30、国版11-1) 

ほぼ南北方向を向く軸は径約5.5mを測り、北側で

西へ屈曲し 5mのところで調査区境にあたる。

と同じ長さであれば、調査区境あたりから南へ屈曲し

「ロ」字状になるのであるが、確認できなかった。溝

内から出土した遺物で図化し得たのはF85のみであるO

時期を半日誌ITする土器類も少なかったが、埋土などと合

わせ、幅はあるがB群と同時期と考えられる。(中森)

土坑8(図30、国版11-5) 

溝10東軸に切られる土坑。長径1.0m、短径0.6mの

長方形で、深さ0.5mほどを測るO 底面中央やや西よ

りから板状鉄製品 (F84)が出土した。土坑の形態か

ら墓である可能性が考えられ、溝との切り合いから中

世末以前に比定できょう O (中森)
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中t在来~近世の調査

(図30、圏版11 4) 

溝10北側に位霞し、わずかに切られるO 長窪0.8m、思径0.6mほどの楕円形で、検出した深さは 5

第 7節

土坑9

cmほどであった。埋土は土坑8最下層(⑤層)に類似するため、同時期のものと考えられる。(中森)

そのこの溝の内側は掘り窪められ、B群(カラ一国版2 4、園版12)はほぼ溝12の範菌である。

そ(図30A A¥図販15-1)。①、②、④麗は近世後期までの遺物を含み、中に互層状に堆積する

その東側の一段高いところに広がる。れ以下が近世初頭、までの包含麗となる。③層は溝12に切られ、

また溝12に切られる遺講で、最下麗の⑥c1e)麗に相当す

この器地は溝12掘削に伴ってできた可能性が考

この層は問の低い部分には堆積しない。

る土を埋土にもつものがほとんどないことなど、から、

えられよう。切り合い関係から溝12と土坑21が後続するもので、他の遺構の大半が前半期に属すると

とくに大型の土坑群は溝12に沿ってあり、さらにこれに切られることから、ほぼ問時期に思われるO

いずれも凸部が溝12の内側、すなわち掘また土坑11"-' 15は出形を呈し、あった可能性が考えられる。

それぞれ有機的な関係が想定されよう O

ー ム
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第7節中世末~近世の調査

土坑10(図31、図版11-2・3) 

F 5グリッド、調査地西壁にかかるため形状は不明である。南北を長軸に採るもので、長さは4.1

m、深さは1.0mほどである。遺構北側上部は溝10に切られるO 底面は北側が広くテラス状になり、

北側壁の傾斜も緩いのに対し、南側はほぼ直立する。遺構上面には拳~人頭大の擦があり、土層の堆

横は北側から流れ込むようにあるO 遺物は中世の陶磁器(182'"184)がわずかにみられた。(中森)

土坑11 (~31、図版13- 1 ・2) 

中央部をトレンチにより切られる。長径2.8m、程径1.85mを測る南側に張り出す凸状を呈すものO

深さは0.65m。凸部壁は緩やかに傾斜し、埋土は南から堆讃する。底面から S10が出土。(中森)

土坑12(図31、図版15 2 ) 

土坑10・11の中関に位置する。土坑11同様南側に凸状に張り出し、上面長径2.8m、短径1.8m、深

さは1.5mほどを測るO 出部は小さなテラス状で、底部から立ち上がる震は約O.4mである。上面は溝

胞に切られるためテラスからの高さは不明だが、階段状を呈す。東・西・北壁は袋状に張る。(中森〉

土筑13(図31、~版13 3・4) 

1 4グリッド、溝12によ揺を切られる。西側が凸状に張るが、土坑11・12と異なり方形部は高北に

長い長方形となるO 長窪2.8m、題密2.5m、深さは1.45mほどを測る。東患が袋状を呈す。凸部のテ

ラスは底菌から0.2mほど高い位置にあり、そこから上場への壁は中位で内側に張り出す。(中森)

土坑14(図32、図版13 5・6) 

溝12の北東隅外側に位置する。南北に長軸を採り、長さ約2.7m、題径1.95m。深さは1.2mで、北側

は底部が袋状に張るO また南側には一段小さなテラスがあり、このテラスのあたり、および底面近く

に人頭大を越える燥が密にあるO 土層の堆積も南側から流れ込んでいることを示す。(中森)

土坑15(図32)

H4グリッド、土坑21の東で溝12に上屈を切られるO 上場は長径1.5m、程径0.85mほどの楕円形

を呈すが、底面にかけ東側が袋状に広がる。自壁は傾斜しており、土坑11・12などと開様、西側に凸

部をもつものであった可能性があろう o (中森)

土坑16(図32、図販16 2 ) 

1 4グリッド、溝12南側に位置し、西半分以上は調査広外にあるO 長径は約3.0m、深さ0.7mを測

る。北壁はやや傾斜する。他と異なり、埋土は辻較的並行に堆覆する。(中森)

土筑17(関32、図版15-3) 

溝12北東隅の内側に位置する。東側は溝に切られ、長径は2.1m、短径約1.5mを測る、ほぼ長方形

を呈すもの。深さO.4m。埋土はほぼ単属であった。(中森)

表16 認33土器・陶磁器観察表
口径
(震)

{備考

水2出6

* 10.2 

181 I 33 本 10.5

* 32.6 
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第7節 CIJ世末~近世の調変

ニヒ坑18(関旬、関版15-5) 

土坑11の南で、溝12の下面から検出。長径1.8m、短箆0.85mの偶丸長方形で、深さは0.3mほどを

るO 埋土は単!語。

土坑19(関32)

(中森)

五5グリッド、調査区西軍近くに位置する O 土坑20の北東隅を切る O 長径0.9m、短径0.65mの楕

円形を去し、深さは0.2mと浅い。 (中森)

土坑20(図32)

H5グリッド、西側は調査区外にあり、全形は不明であるO 検出した最大長は南北で2.6m、北側

に小さなテラスをもっO 深さは0.5mほどである。(中森)

表17 図34ニヒ器・淘磁器観察表

表18 図30・34・35鉄製品観察表

; 遺物 l 機成 遊物名 地区 遺翠{構位
計測鐙(cm)

市 !献度!メタル度!桝 j 番号 No 番号 長さ [ 密 摩さ

島1 I 30 I鉄製品(鋳滋ぷ)鱗 F5 ct:bi 8 5.6 1.05 lωo I 2 鏡北CL)!
85 重量 i 30 鉄製品(鋳造品) E5 滋10 i 1.85 2.15 1.0 2 怨{仁(ム)I 
86 議; 34 鉄製品 Wi造品)綴 H5 P146 5.65 3.4 1.95 36.8 I 2 iヒ(ム)

I 87 i事 34 鉄製品(鋳造322つ〕奴状不明 H4 i PI00 4.1 1.8 16.4 i 2 ;銭Ht(ム)I 
88 毛主 34 鉄製品(鍛造ぷ)縫っ I 14 I P387 3.5 1 i銭{t<乙)I 
89 を立} 34 I鉄製品(j設盗品)主fつ H5 P139 1..1 3.6 0.85 4.8 1 {と(ム 1I 
90 o 34 I鉄製品(鍛治ぷ)紋余呉 G4 le取i 1.85 4.25 1.1 9.9 2 引ヒ(心)I 
91 毛主 上三月 $!J{~~ぷ(飾母会Hl(後頭金只) G'l Nlj，12 5.05 5.3 2.0 30.6 認!t<込)I 
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第 7節 中肢末~近l立の調査

掘立柱建物 4 (図33、カラー図版 2-2、図版14-1) 

南北に車告をもっ 1x 2関のものO 南西偶の柱穴は調査地外にあるO 南北の柱間2.2m、東西は3.2m

ある O 柱穴東列 (P2~4) は、南北方向の長径1.25~ 1.4mを測る楕円形を呈す大型の掘り形をも

ち、ピット箆はO.4mほどの円形である O 深さは掘り形上面からで0.8mほどある O また掘り形東には

径0.3m、深さ0.2mほどのピット (P8 ~10) が補助的にある。一方西列 (P 1・6)は東側のよう

な大型の掘り形をもたない。ピットは径0.4~0.5m、深さ 0.8m ほどを測る o P 6は上面が削平されて

いるが、底面レベルはP1などとばぼ構う。また南列にP5があるが、この掘立柱建物に伴うかは不

明 。(中森)

溝口、柵列 1(園33)

溝12の西側に並行する直線的な溝。上面は近世後期以降に削平されているが、幅0.6m、深さO.lm

ほどを関り、検出長は約6.0m。溝12より古く(図30A-A')、大型土坑群(土坑10~16) と関連する

と思われるO また、西側に柵列状に径0.2m、深さ0.2mほどのピットが連続する(棉列1)。検出状

況から、これらは同時期のものと判断した。(中森)

掘立柱建物 5 (図34、カラー図版 2-3、図版14-3、15-4) 

G4グリッド南側で、土坑21に幾つかのピットは切られるO 掘立柱建物4同様、 1mを越える掘り

形をもち、さらに径0.4~0.5m ほどの掘り込みをもっO 上面からの深さは0.6~0.8m ほどである O 柱

間は東西、南北とも2.0mほどを測るO 南西は調査区外にあたり、また南列中央も土坑21に切られ不

明ではあるが、おそらく 2x 2関のものであろう。(中森)

溝口(圏35、カラー図販 2 1、図版14-3) 

西側は諦査区外に続くが、南北に長い「コ」字状に検出した。南北で23mほどを測り、深さは0.4

mで、ある O 東側が高く、長軸には溝状のテラスが並行する。溝内から 16世紀末~17世紀初頭の遺物

(210~214) が出土する。これに伴う遺構は土坑21以外には明らかにできなかったが、ほとんどない

と思われる。また掘立柱建物や多くのこと坑などが埋まった後につくられており、機能については不明

であるo (中森)

土坑21(図35、図版16-1・3) 

H5 杭潤辺で、 3.2~3.3mのほぼ円形を呈す大型のものである O 深さはO.4m ほどで、南西部を除き

底面際には不定形なピットがあるO 埋土中位で堆積は分かれ、その上層からは拳~人頭大の燥が多く

出土した。埋土中からは遺物がほとんどなく、閣化できたものは209のみであった。(中森)

表19 図35土器・閤磁器観察表
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第4主主 o [玄の認至宝

逮捕外出土の土器・陶磁器(図34・36、カラー図版3-3、図抜17、18 1 ~ 3、19 4) 

溝12を覆う⑤・⑦ (ld'e)層からは17世紀前半を下限とし、比較的まとまった遺物が出土して

いる(圏34)0185~197は⑦窟出土。把前系随器が多く、その中でも I 期のものを主体とする O また

国産では備前産のものが多く、瀬戸美濃産陶器がわずかにあるO 一方貿易陶磁器は中国、朝鮮産陶磁

器がある。⑤窟では肥前系砲磁器があり、 H期が主体となる。②~⑦層を通じ、貿易陶磁では青磁が

主体を占め、とくにB績が在倒的にある。また鴎産陶器では破片数は舗前産のものが多く、ついで肥

前系となるO 量的に辻少ないが、遺講などと伴に当地域においては貴重な資料となろう o (中森)
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224 I 36 

225 I 36 

226 36 

百三
235 I泌

236 I 36 

23i I 36 

238 36 

239 I 36 

240 I 36 

表20 国36土器・陶磁器観察表

(48) I ム3β ;均体制。矧に草原IJI7は。制点 vJVI，
(1.2) I ム3.8 榊染鮒机付凡。 外蜘弱亦:にこ郎蹴主初似の文込 1附、 V持紛i
ω ; 必63.2 I Ji淵 2 附が外附怒如する広似裂銭蹴状つ約問苅似系、 V川揮矧札10 つ

; ぷ8.2 外務{こ裕子1えのタタキG 合浴。
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第7節仁1]世末~近世の調査

3) 0区遺構外の石器(図37、図版18-5、19 2・3) 

遺構外からは 石鎌2点(黒曜右)、スクレイパ-1点(無斑品安山岩)、模形五器(両極打撃痕を

もっ芯器全殻を含む) 7点(無斑品安山岩1、玉髄・璃噛 6)、模形石器削片 1点(玉髄・璃瑠)、打

製石斧l点(安山岩)、加工痕ある剥片 1}点(黒曜石)、ブランク 6点(玉髄・璃斑ム水品 2)、原石

l点(黒曜石)、剥片53点(黒躍芯38、無斑品安山岩2、玉髄・馬諮問)、砕片 6点(黒曜石)、砥石・

砥石片5点(細粒花崩岩4、頁岩1)、硯片2点(頁岩1、泥岩1)、碁石8点(貰岩)、五輪塔水輪・

宝箆Ep塔塔身各1，1点、(粗粒安山岩)、不明石製品2点(安山岩l、蛇紋器1)が出土している O 玉髄・

璃E誌と71<品の右器は出土層{立が百層以上に罷定されることから平安時代以降のものと考えられる。ま

た、石銀、スクレイパ一、打製石斧、加工痕のある剥片、黒曜石剥片20点、同砕片4点、無斑品安山

岩まiJ片2点は医麗出土で縄文時代のものと考えられる。なお、ほかの黒曜石剥片類も本来医震に包含

されていたものが遊離した可能性が高L、 。(北)

表21 図37土製品観察表

透物!錆図 i地区 ! ! l 愛さ ; 特徴
始土

色調 綴考番号番号 l璽位透矯 穣別 縫 器高 焼成

05 
土締1.2 I 4.0 ド宇部仁川やや膨らむ悩いタイプ。慨に烈刷。 I 良浴好 I 会Eい州包IVI~i 

258 37 
05 

土締 I1.1 3.7 
1
1総附品川内する割恥タ fフ。

i見ケ喜
l

子
I 淡災?呂色1 

0.1 
二凶 1.0 I 4.6 ;制jq- I 11訟!k子 鈍い制品色10設

02 
!土u，ji 1.2 Iム2.6 ;体制1伎がやや膨らむ総長いタイフ。下半部欠幻 制長好 ;嚇組

111守

E 2 
土品ffi 1.25 4.8 

l体的1"伎がやや桜川長いタイプ。 m とより長いも
良良指畜好好 I 鈍い赤白色1ヨ の。

去二l: …jニf司1 3.4 ;全体的に丸みをもつもの3 総など凶ぃ。 ド附色

C .1 
!士郎1.7 4.5 I~本部以みをもち、制;:湘 良好 錯し、赤褐色1I fl寺

~ 1 1:1:詰li 1.55 5.0 I i詩蜘 浴
j幼子 後り f[j色

;腕;幻|
B 2 

ム2.75Iム2.5 ;二u告の上訴凡貯に Iやや欽il!;淡潟色1 

表22 図37鉄製品観察表

透物名
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第4主主 O区の調査

1:6 20cm 

S11 S12 

国38 遺構外出土遺物

表23 図37・38および罰版18石器観察表
遊物 ;閥 地区

号号 怒 石 材
章受大祭 章受大卒霊

繍 考
番号 番号 f翠{立・ i璽構 (cm) (cm) (cm) (9) 

I1国 ~II
@. 打己主} ム2.6 4.8 ム0.8 ムロー。

S7 
E-l 

1 a 
; 不f~J行総ぷ ; 'Þ: l l1 Æ~i ムo.5 ム1.7ムl.8 ム18../ I 

S8 
E5 

E正午3 ; 剥松山 .1. 0 2.2 10.0 口ーリングによる即答・削とがおしい
i総

S9 37 I 1:1}[l0 111]:{i 詩的安flü~~ ム9.9 7.9 

ヒザ01 )(~~'I￥設 ~flj!N 27. I 25.3 
{司語;長主打議室号。耗・ポリッシュ・線条痕あり。大

烈石rf:IT(J)!1J能fFも

SII Iお

I 

3l. 0 28. I 

全体約;こノミ波形後、ヰ三次iこiU:lf.jEf詰郊のみ炎

Jミ 主;!lL{'i' 29.0 22600.0 
:tJ~;こ iJl{ り tH してお号、この完;分;こはぬおi されたもの

(例え;ま上車線など}がある可能行をもっ。 L、;ニホ
ゾi};iニ突部;があるc

S 12 38 
1 4 ゴヒ佼I'IJl;f

安III"~' 23.6 23.8 20.6 19朗0.0 籾 il土4弱とも倒的.rH註される
I bヲ .tH:身

1'3 主IJ:疫の
1.戸川 W みIX!?j上溺 あるお片

.~，!.t 11髭石 2. .1 1.2 0.6 

」三竺斗斗
Ufi:2 十五11跨イ ;制品交IIJお 1. 18.6 [x1i波18-5: 2]:J~[のみ

1)議 ，e，イ子宮え)， 込b.J 6. I 1.8 ム66.5 ぽi絞18~5 : 'IJ.王立〔のみ

G-l 
絞干7長主!l 絞lわl~ciËl品.1.~-Î ム3.8 3.6 68'1.0 鰍附刊のみ

1 b 

S17 {j認 主}十 |線開例法 ムI.O ム3.4 ム3.3 ム101.5 I 131波18-5 写交のみ
II4 

ほ:Jif;史11 km1iiEl総 ム5.3 ム3.-1 2.3 ム5.1.5 f5Z1Itu18-o : TIJ:[のみ
1 b 

S 19 UJOO り￥l 色11YJ ;ム12.1 Iム6.2 288.0 1311波18-5 写交のみ。待状ILlf芝τ

F4 
石 お 2.3 2.2 。。 i支lIifi18-5 守九謡、ド主主l~:ri

I 

S21 ! i対 j 不明石終z弘 ; 告と紋:f::} ;ム3.3 ムl.ll ぷ:]!ifiI8-5:写のみ j告状1iJHfllで存
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第?節 [1]世米~近肢の調査

表24 ピット一覧

日
容器 五雪

主主径 短径 j 深さ
No. IjjJlR No 地区 (cm) 

下 8159 J .] I 55 42 153 G 4 70 46 @ I j思了!.tH主物5P 3 

60 ] .j 65 43 i 154 H.] 122 70 68 

61 [ .j 95 82 i 76 会 i
出 IG 5 100ωI  82 安!間的5P 2、縄文

I 52 I 50 o戸円 ιふニト

63 [ .1 53 30 ぉ|湿 156 I ].j I 36 I ぉ 1 45 @ 

ωi  ] .1 63 I 55 品 品主主1 I 1泌 I G5 60 25 Aφテ j 

65 H 69 60 67 I 安 J窃j'LtHs物-1P 5 I 15ヲ I G5 i 1∞! 85 40 1 
記5 I H-1・ 46 33 21 工 I 1ωG5  75 65 41 安

67 G.1 75 60 57 I 安 J話jJi校建物5P.1 !十寸? ミ~}

68 G5 73 公 i総立fI:悠物5P 1 I 78 I 65 ! 67 ごD
69 G5 i1 1501731Cを 163 G -1・ 1 62 1 45 12 会

70 G 5 1 65 I 59 I 67 安 G5 45 30 1 47 安{
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5区の調主主第5章

5区の調査第5章

第 1節調査区内の堆積(図40・41)
調査区は誌とんど平らといってよく、理}露上部で南北両端の比高差は0.5mほど、最終遺構面では

約0.3mである。調査前の現況は田知であり、南から北へ向け三段の段が形成されていた(国39)。そ

して北側の最下段は、表土誼下に弥生時代遺物包含露であるV.VI層が検出されたように、上層は剖

平されていた。

調査は表土剥ぎ前に東西方向のT1 • 2を設定し、堆積の確認作業を符なった。その後、重機によ

る表土剥ぎをした。 0匿同様、トレンチを基に層位毎、平面的に掘り下げを行なった。本語査丞の主

要麗位は以下のとおりであるO なお、土層名横の( )内は調査段階における層位名を示しているO

また遺構名の新!日対照を表25に掲げているO

:灰褐色砂費土。 0.5~2.0cm程度の砂諜を多く含む。調査区北、 T 1より北側に摩く

堆積。先述した耕作地最下段を覆い、地山まで掘り込む。遺物は近世後期が主体。

:培灰褐色砂質土。 0.5~2.0cm程度の砂醸を合むO 諦査区の全域 lこ堆積。現代耕作面

の基盤層。表土器ぎ特に上層を削平しており正確な厚みは不明だが、調査区北側で

は下層を掘り込むようにして0.5m近い厚さをもっO この下面で溝を検出した。溝

内は近世後期、立層中は中世後期が主体であるが、若干近世のものが含まれるO

:暗褐色砂費土。やや粘性があるO きめ細かし、。調査区北側で I・立層に削平される

が、概ね全域に広がる。厚さは0.2~0.3m とほぼ均等。下面で平安時代前期の条盟

I層(0麗)

E層c1麗)

盟層(2層)

対。

対。
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第2節縄文時代の調査

表25 5藍遺構名新18対照

翌穴住居2 819 土坑47 SK30 潜18 8Di9 議45
繋穴住属3 SIl 土坑48 8K31 落19 SD82 済46 SD55 
土坑22 818 土坑49 S](32 緩20 SD74 議47 SDcil 
土坑23 813 土坑50 SK73 議21 8Di5 議48
ニt坑24 816 土坑51 8K53 議22 8D81 議49 SD66 
土坑25 S17 土坑52 8K55 議23 8D80 議50 8D39 
土坑26 8K-15 ゴェ坑53 8K63 議24 SD78 最寄51 8D44 
土坑27 SK34 土筑54 8K40 議25 8D31・54・65 議52 SD43 
土坑28 8K47 こと坑55 8K36 潔26 8D32・48 議53 8D59 
土坑29 8](65 土坑56 8K3百 議27 8D33・56 議54 8D60・66
土坑30 8K12 土坑57 81¥38 議28 8D35 滋55 8D63 
土坑31 8K-13 土ま克58 SK67 議29 8D64 溶56
土坑32 8K59 土坑59 8K66 滋30 8D36・15 議57 SD24 
土坑33 81<57 土筑60 81¥41 議31 8D37 滋58 8D30 
土坑34 8K64 土坑61 8K71 潜32 8D38 語審59 8D23 
土坑35 8K52 土坑62 SK51 議33 SD67 溶60 SD28 
土坑36 81<60 土坑63 SK35 溶34 SD83 議61 8D26 
土坑37 8K69 土坑64 8K58 落35 8D68 議62 8D27 
土筑38 8K72 土坑65 SK68 潔36 8D34 議63 8D21 
土筑39 SK77 土坑66 8X 1 議37 8D.J7 潔64 8D29 

に関連すると思われる溝を検出した。

N層 (3a層)黒色土。しまりわるく、砂礁は少ない。 0.1，-....，0.2mほどの薄い堆種で、謂査区北側

以外のほぼ全域にあるO しかし遺構は、 D2・3グリッド題辺でのみ確認できた。

理窟下酉と時期差はほとんどな ~ìO

V層 (3b麗)黒灰色土。きめ細かく、砂磯少ない。調査区北側を除く全域に広がり、 O.2'-""'0.5 m 

の堆積があるO この上下面で遺構は確認できなかったが、おそらく上国は古墳時代、

下酉が弥生時代後期(，-....，中期後葉)の遺構聞に相当すると考えられる。

VI層 (3c層)黒色士。やや褐急みを帯びる。砂磯多L、。 v層ほど広範、かっ堆積も厚くはない。
v.vr層の境界が必ずしも明確に線引きできているわけではないため、あるいは様
相は巽なるかもしれなtio 下面が弥生中期の遺構詣であろうか。 (中森)

第2節縄文時代の調査
1 )概要

本調査底では、明確に本期に比定し得る遺構は確認できなかった。それは地山面まで掘り下げて検

出せざるを得ず、検出面や埋土からの弥生時代との区別が不可能であったためである。その中で縄文

土器が出土した遺構培、土坑42・45・50の3基のみであるO しかし土坑50は弥生時代中期中葉の溝13

を切るため、それ以降である。一方、土坑42・45については本期である可能性も考えられる。(中森)

2 )出土した造物(顕42、図版20-2) 

前期と考えられるもの (266~277) の分布をみると、 3 ・ C-3~5 グリッドにやや密度が高い。後期

(278~284) は B 3 ・ 4 と E.F-3 グリッドに分かれ、晩期 (285~288) は EoF グリッドとなる O 粗

製品 (289~292) を含めると、後~晩期は調査広南側に帰る傾向がある o (中森)
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第3節 弥生~古境H寺代の調主主

第3節 弥生~古墳時代の調査
1 )概要(悶43)

平成13年度調査の 3区において、第3遺構検出面で中期後葉

の竪穴住居(S1 1)、および掘立柱建物 (SB 1)がそれぞれ

1諌検出されているO しかし罷査地から北へ200mほどに位置

する茶畑山道遺跡や、蛇ノJlIを踊てた茶娼第 1遺跡のように、

建物などが密集するような状況ではない。また本調査区におけ

る、事前の名和町による試掘調査でも弥生時代のものはまとまっ

て出土していなかったため、 3125:に近い状況を当初想定してい

fこO

ところが調査が進展していくにつれ、弥生時代中期の遺構が

密にあり、また茶畑山道、茶畑第 1遺跡で検出されていない後

期後葉の遺構までもがみつかった。作業量の増加が見込まれた

段酷で、作業員人数を一時的に増やし、弥生時代包含層の掘り

下げにあたるなどの対応を行なった。本来ならばV.VI層部で

遺構検出に努めなければならないところではあるが、時間的な

制約などにより厳密には行えず、最終面まで掘り下げて遺講を

検出した。また埋土から判別しようと試みたが、同時期と思わ

れる完形に近い遺物がまとまって出土した遺構群にも;埋土差が

みられた。そのため、遺物のないものについては、弥生時代の

には収まるが中期であるか、後期のものか判断つかなかっ

たものが多い。

こうした中で時期のわかるものには中期が多く、本調査区の

主体的な持期といえよう O 中期後葉においては竪穴住居と擁立

柱建物があり、 3区の成果と合わせると茶畑山道遺跡と異なる

集落構造となるO さらに後期においても住居跡が 1棟ある。本

区から1.2~ 1. 3kIIl南に位置する、茶熔第 2 、東高田遺跡でまと

まってみつかっているが、調査地題辺では希薄であることは注

居されよう。

なお、古墳時代後期初頭の溝が l条あった。(中森)

2 )弥生時代中期の遺構と遺物

竪穴住居 1 (図44~46、カラー簡抜 4 、図版21、 22、 23-3 ・ 4)

謁査区南、 F3杭から 1m東に位置する。径4.5m前後のほ

ぼ円形を呈すものであるO 掘り方は浅く、検出したのはO.2m

ほどの深さであった。住活中央付近には床面から浮いて焼土が

わずかに広がり、これは中央ピットへ向け落ち込むように堆積

する (B-B'@層)。この爵辺を中心に炭化材を検出し、住居
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第5意 5ほの調査
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第3節弥生~古墳時代の調査

壁面付近では南西部を除き希薄であった。これらのうちW2・4・5は柱材と考えられ、とくにW2

はP3上層から立ったような状態で出土している O またW3は板材の可能性をもっO

土器は295・297が住居内北東関、 296が南東l轄の柱穴外側から出土している。いずれも同じタイプ

の警であるが、体部下半を欠き、かっ半分ほどしかない(図版21 2 )。また、中央ピット P1周辺

に鉄製品は分布する。この分布傾向は壊れ散乱する欝製石斧S22もほぼ同じであり、何らかの関連性

が窺えようか。また砥石S23は真二つに割れたものであるが、片方がP1内から出土した。表面には

魚、と居、われる線刻があり、裏にも意匠不明のものがあるo (中森)

/ 

G.J'/-. 

題43 弥生詩代遺構分布
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第3節弥生~古墳時代の認資

竪穴住居2(図47・48、図版23 1・2・5・6) 

北西を軸にする 1x 2間の柱が立ち、長軸柱間は約2.0m、短軸は2.45mほどを測るO ピットは0.25

"'-'0.35mの円形を呈し、 P2を除き0.3"'-'0.5mの深さがあるo P 2のみO.lm強と浅い。一見据立柱建

物跡、のようだが、柱穴を囲むように溝が巡り、かっ床面が広く硬化しているため、一連のものと

した。住居名に「竪穴」と冠しているが、掘り込み顕は不明なため平地式である可能性も考えられるO

住居中央やや北東よりには長径約0.55mの楕円形を呈すP1があり、この上面から西側に炭化材が
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第3節弥生~古墳終代の誠1Ii

表29 図45鉄製品観察表

j翠位、透綴
計測綴 (cm)

長さ下'I'iI寸率さ

上むi1 I 3. 85 I .1. 2 I 2. .1 

5. n .1. 25 

出土した。ピット上面には板材W7があり、その商の霊木材と考えられるW8ともども材質はヤマグ

ワであった。また床面から、大型の抵芯S28、護 (298、299)が出土した。抵石は部分的に溝状の窓

みがあり、玉砥石であった可能性も考えられよう o (中森)

土坑22(圏49・50、図版26・27・31… 3・4) 

D 5杭周辺で検出した、長径4.0m、短径3.2mほどの長方形を呈する土坑であるO 深さは約0.2mで、

一見すると小型の竪穴住居跡、状であるが、床面には3基の浅いピットがあるのみで、これらに規則的

な自己列などは見出せなL、。また土坑周辺からもこれに伴いそうなピットはなく、上罷をもつかどうか

は不明である。遺物は床面よりやや浮いた状態で南側に語集していた。護は完形幻自体を含み 4個体

(305"'307)あるO 一方造は 3ないし 4間体 (301"'304)で¥301は頚部から上、 302は体部上半の

体であるO 餐307は成部に焼成後外国より穿孔しており、査の状態と合わせ、意圏的に打ち欠かれた

ものが廃棄されている可能性が考えられよう O なお、わずかながら炭化材が床語などから出土した。

しかし、直ちに焼失家屋であるかどうかは、上屋の問題を含め不明であるo (中森)

掘立柱建物 6 (国51、図版25 4) 

C 2・3グリッ人台地縁辺付近の平坦酉に位置するo P 2・3は溝13に一部を切られるO 桁行2

閥、梁行 l 間で、桁行(長斡)約5.6m~ 梁行(短軸)約3.0mを測る。各柱穴は、径0.5"'0.8m、深さ

0.6m前後を測る。 P5ではVIJ書類似の流入土下に柱痕と掘り方込め土を確認できた。柱穴中央のしま

りの弱い黒色土(②麗)を柱痕、その閥囲の砂擦を多く含むしまりの強い暗褐色ないしは黒色土(③

届~昏層)を込め土と判断した。 P5以外の柱穴内ではVI層と同質の流入土を l層のみ確認している。

P2 から土器細片がわずかに出土しているが、溝13との切り合~¥から中期中葉に比定できょう o (北)

土坑23(圏51・52、園版25 3・5、31-1) 

F 5杭閤辺に位謹するO 北側上部がトレンチで切られているO 長径4.0m、短径3.4mのやや不整な

隅丸方形を呈し、深さ0.2mをiJlIJる。沫面でピット3基を検出したが、規則的位霊にはなし1。遺物は饗

(309、310)、磯(S 31 "'34)が床面よりやや浮いて出土した。土坑22、24、25間様性格は不明。(木山)

土誌24(図51・52、図版25-1・5、31-1) 

土坑23の東に位農する。長径4.0m、短径3.1mの関丸長方形で、深さ0.2mを測るO 床面からはピッ

トを3慕検出したが、規則的なものではない。一方土坑東側上場にはピットが留に並ぷ。ただし、こ

れらが土坑に関連するかは不明であり、また一方向にしかない点で、上屋と関連づけることもできな

い。遺物は護 (313、314)が、床面よりやや浮いて出土しているo (中森)

土坑25(図51・52、図版25-2・5、31 1) 

G 3・4グリッドにまたがり、土坑24の南に位置するO 南東側はトレンチで切られる。思径が約

3.0mであることから法量は土坑22'"24とほぼ伺様に、長経4.0mほどの隅丸長方形であったと考えら

れるO 深さO.lmを測るO ほぼ一誼線上に並ぶピットが3基あり、ピット周辺の床面上で焼土層を検出

した。炭化材はない。遺物は壷 (311)、護 (312)が床面よりやや浮いた状態で出土している。(中森)
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策3f1ii 弥生~古墳持代の調査

土坑26(函52、国版29)

B 4・5グリッドに位置する。長窪1.0m、短径0.9mのほぼ円形を是し、深さはO.4mを測るO 土坑

中央部埋土上!蓄において、拳大の擦を検出した。さらにこの誼下には頚部よりよの壷 (315)が口縁

部を下に向けた状態で出土した。この面が①震と②患の境界にあたることか与、土坑の下半分を埋め

(①層)、口縁部を逆さにした査を置き、さらに頭部に蓋をするように礁を置きながら②層で埋めてい

るという手頗が考えられよう O 遺構形状など相違点も多いが、議の頭部から上のみがある点は、先の

土坑22例 (301)と同じであり、こうした行為の関連性が窺える。(中森)

土坑27(図52)

台地縁辺部のC3グリッドに位置し、掘立柱建物SのP1をわずかに切るO 上面が流失しているた

め近接したふたつの浅い落ち込みとして検出したが、本来は底面高の一定しない一つの土坑であろう O

平面不整形で長軸2.9m、短軸1.8m、深さ0.2mを測る。底面から浮いた状態で土器片が出土しているO

o 1:35c鐙

1:4 10cm 

》
、一一一一一

一
主主正社捌
図48 竪穴住居2出土遺物

表31 竪穴住居2土器観察表

己
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第5章 5 区の調~

317は壷の口縁。 318は饗の底部で焼成後穿孔がなされているO (北)

土坑28(~52) 

B 5 

るため、

に位置するO 長径1.0mのばぼ円形を呈するO 深さO.2mを測るが、上面は I層に削平され

さらに深いものであったと思われる。埋土が土坑26②層に類似し、土坑形状、規模も類似す

るため、一連のものの可能性を考えた。遺物は

1:80 

/ 

cl ⑤ーでい@。 百'
建込

B 

出土していない。 (中森)

溝13(図52)

B • C 3グリットにまfこがり、 台地東縁平坦

面肩部から斜面にかけて位置するO 掘立柱建物

8のP2・P3の上面を切る。平面形コの字型

で、南北長8.8m、東西長2.6m、!幅O.6~O.8m 、

深さO.4mを測る。 溝の両端は東側斜面で途切

れているが、流失したものと考えられ、本来は

これよりさらに延長していたとみられるO 最終

「 刊 ??-E
}，，/S::::;:;烹枚方認さ烹言台 :;示&占
2m 

O 

。〆

1::iJt22 

上坑22

ζこ3

. 

制 j4型一て〈〉[

表32 土坑22こと器観察表
特徴
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第3節 弥主投~古墳時代の調査

遺構面で検出。遺物は埋土上層から饗(319)が出土しているO

土坑29(図53、[活版28-1 • 2・5、31-1・3、37-1) 

(北)

E 4抗の南に位置する。長径2.5m、短径2.2mの不整円形をする掘り込みから一段テラス状に下が

り、そこから窪1.8mlまどのほぼ円形に揺られる土;坑である。上面からの深さはO.4mを測るO テラス

は北側で広い平坦面をもち、東側から南へと巡る。その深さは約0.2mで、西側には毘らない。埋土

はこのテラス面で上層と下層に分かれるO 上層には320のように中期末に比定される破片があったが、

下層からは完形を含む翠(321、322)や壷(323)、凹石(S37)、石.鯨(S38)が出土した。これらは土坑中

央部にまとまって、ほぼ床面に接する。 322は底部に焼成後外面より穿孔するもの。 323は頚部から上

が欠損するo }底部穿子しの護、体部のみの壷など土坑22に類似するセット関係といえようか。(中森)

土坑30・31(鴎54、圏版30-3 ~ 5、31…1)

D 5グリッド北部、土坑22の3mほど西に、土坑 2基は 1mほど、離れて南北に位置するO どちらも

長経1.0m、程径0.9mのばぼ円形を呈し、深さO.4mを測るO 埋土も間ーであったため、

期のものと判断した。土坑30の床面南側より章 (325、326)が出土しているO

土坑32・33(図54、図版27-3、30-1 ・2、31-1) 

これらは同時

(木山)

D5 グリッド南東部、土坑22の南 3~5mのところに土坑 2 基は 1mほど離れ、南北方向に並ぶ。

土坑32は径1.6mの円形で、深さは0.5mを測るO 土坑33は上面径1.2mの円形を呈するO 深さ約O.4m。

壁が断面「く」字状に内側に入り、 j底面が拡がる所謂袋状を呈す。規模は土坑32に比べ一回り小さい

が、形状、および埋土が同一であることからどちらも問時期のものと考えられるO 貯蔵穴であろう O

土坑33底面近くから餐 (328)が出土しているo (中森)
表33 歯52・53石器観察表

考

表{同J ;j，~主 l'

表34 図52・53こと器観察表
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l:40 1m 

O 1"Ocm  

土坑30~36および出土遺物図54

土坑34(図54、国販28-5・31 1) 
図54土器観察表表35
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弥生~古犠時代の調査第3節

(327)が出土土坑29の北に位寵する O 径1.0mの丹形を望し、深さO.4mを測る O 埋土下層より壷

(木山)

土坑35(国54)

土坑33と掘立柱建物7の簡に位置する。長径1.0m、短径O.8mの構円形を呈し、深さはO.2mほどと

浅い。埋土が土坑33などと類似するため、位罷関係などと合わせここに含めた。

しているO 埋土から土坑29とは時期差がある可能性が考えられるO

(中森)

1>1 IOc怒

54.2m 

、心エ
①黒色土(しま母わるい。キメ細かい)1 :20 50cm 

l 一一一一一一一」

×今
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ト会漂送言言語マ..
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図55 土坑37-39および出土遺物
表36 図55こと器観察表
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5区の調資

土坑36(鴎54、国版28ーし 31-1) 

D 4グリッド、掘立柱建物?の南側約1.6mに位霊する。長径1.1m、短径1.0mの楕円形を呈するO

第5主雲

深さは約O.5mとしっかりした掘り込みであるO 理土上層より高部脚部 (329)が出土しているが、土

(中森)これらの同時期性が寵える。坑34と同一倍体と思われ、

---::: 
U 

i藷14

土筑37(図55、図抜28-3・4)
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第3節弥生~古墳時代の謁査

E3グリッドのほぼ中央に位寵し、長径1.2m、短径1.0mの楕円形を呈するO 深さは0.2mほどの浅

い掘り込みであるO 底面北側から壷 (330)が口縁をやや下に向けた状態で、またこの南に警 (331)

が口縁を南へ向け倒れた状態で出土しているO 護は土坑中央に謹立していたものであろうか。(中森)

土坑38(園田、国版31 1) 

E 3杭に北接し、掘立柱建物 8の南西偶に位謹する。南側はトレンチで切られるが長経2.1mほど

を測り、短径0.8mの楕円形を是すと思われる。 深さ約0.2mと浅い。北側に遺物はまとまり、謹(332、

333、335)が遺構内、 334はやや離れて出土している。掘立柱建物との関係はわからなかった。(中森)

土坑39(悶55)

338 

O 1:-1 0，. 

図57 溝14出土遺物 (2)
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第5主主 5区の調査

C 5グリット南部、溝14南西に位置する。長径1.9m、短径0.6mの隅丸長方形を呈し、深さ0.2mを測

るO 南東壁際に深さO.lmの窪みがある。溝14と埋土が類似することから、同時期と判断した。(木山)

溝14(国56・57、図版32・33)

土坑22の北側から北西へ向け緩やかな弧状を描くもので、言!苦査区境C6杭付近まで続く O 長さは約

12m、11雇2.6，........，3.6m、深さは北側で、O.4m、南で0.3mを測るO 埋土上層では、人頭大擦が南北方向に

多数列状に並んだ状況を検出した(国版32-1)。この磯群よりやや下がった①、②躍の境界レベル

で、溝のほぼ中央部から完形に復元できること器 (339"""""342)がまとまって出土した。またこの一群か

ら離れ、単独に護336は直立した状態で出土している(園版32-2)0 (木山・中森)

遺構外出土土器(図58、国版31-2) 

遺構外から出土する土器は中期のものが主体で、後期は非常に少ない。ここでは紙幅の都合から、遺

構内資料を謡うようなものに限り抽出して掲載した。本語査区の特徴としては全体的には壷が一定量

あること、高坊が非常に少ないこと、聾では中期に特徴的な頭部貼付突帯をもつものが非常に少ないこ

となどが挙げられる。また、赤急塗彩されるものも350、359、および遺構内から若干あるが少なし、(ヰ議)

表37 溝14土器緩察表

表38 図58土器観察表
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第3節弥生~古壌時代の識変

O 

346 

355 

347 
349 

一一事d
350 

351 1:4 lOcm 

長孟議〆 d
360・S第 113

01:35Clll  

360 

358 
359 

図58 遺構外出土遺物

3 )弥生時代後期の遺構と遺物

竪穴住居3(図59・60、国版34・35)

B 3べからC3・4グリッドにかけて、台地縁辺付近の平現面に位寵するO 平面形は関丸方形で、

長軸4.3m、短軸3.9m、深さ0.2mを測る O 幅約0.1~0.2m、深さ約O.lmの周壁溝が壁面に沿ってめぐ

る。床面でピットを10基検出している。 P10は中央ピットで、長軸0.5m、短軸O.4m、深さ0.2mを測

るo P 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 が主柱穴と考えられ、径は0.2~0.3m、深さはいずれも約0.3m を測る O 床の間隅

で検出したPl・2・3・4は、径約0.2m、深さ約O.lmと規模が小さく、補助柱穴と考えられるO 竪穴

の軸に沿う補助柱穴の配罷軸に対し主柱穴の配寵軸が約450 掠れる位置関係になるO 遺構内からは土

器、石器、鉄器、炭化物が出土した。 361・362は護の口縁部で床面から 2~ 3cmほど浮いて、 363は

壷の口頭部で床面直上から、 364は護でほぼ完形のままつぶれた状態で床面直上からそれぞれ出土し

た。これらはいずれもV-3期に相当するだろう O 石器は843が床面直上で、その地のものは床面か

ら5cm前後浮いた状態でそれぞれ出土した。図示したもの以外に鼓き石1点、蝶器 1点、大型の磯が

l点、無斑品安山岩のまiJ片が 1点見つかっている。 F105は錨?、 F106は板状鉄斧または鎌で、それ

ぞれ床面から 2~ 3 cmtまど浮いて出土しているO

炭化物は、砕片が埋土中から多く検出されたが、炭化材として認識できた塊状の炭化物は少なく平
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弥生~古墳11寺代の調査
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①黒色土(やや砂談合む)千三iZ
1:40 1m 

こた坑40・41および出土遺物、竪穴住居3出土遺物 (2)菌60

s159・60・62土器観察表
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第 5章 5区の調査

j ぐ 右半辺;;jjE
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一一
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l訟 lro

ー-v一一
副弓af;m

Q!
I¢ 守 !田寸751国

主主主税 緩立柱建物7

①!iA色土(しま呼わるい。キメ細かい。わずかに砂談合む)

三耐辺盤以以子:三
t題立4主主童物8

9PlO 

P8 

5悦4.4m
で「中 ? 守 一マ

日渋ぞι:辺日e 勾一.※..♂:三土:三三.子王※三.. 以令

国61 掘立柱建物7・8

88 

面分布も散漫であるO 垂産分布はいずれ

も床面から 3~ 5 cm浮いたレベルでそ

ろっているO 量が少ないこともあって、

これらの炭化材から住居の上屋を推測で

きるような状況ではなし ¥0 いずれの材も

j章存状態が悪く明確に形状を把握できな

l ¥カ玉、 W10t対反材の可能性が高く、 そ

のばかは大半が柱材と思われる。樹種同

定を行ったW9・10はともにク 1)と判

定されているo (北)

土坑40(図的、 図版35-2) 

B 5杭北西付近に位置するO 長箆1.1

m、短援0.8mの楕円形を呈する。深さ

O.lmを測るO 遺物は護 (365)がやや浮

いた状態で出土しているO 埋土はV層相

当と考えられる。(木山)

土坑41(図60、 国版35 2 ) 

B 5グリッド北東部に位置する。長窪2.5

m、短径1.4mの不定形を呈する。深さ0.2mを

る。遺物は護(366・367)が浮いた状態で出

土している。 (木山)

4 )時期不明の遺構

掘立柱建物7(図61、図版27-3) 

D4グリッドに位置する 2x 2間のも

の。 ピットは径が0.2~0.4m ほどの あ

るいは楕円形を呈し、深さは0.2~0 .4m

であった。東列のみピット開が約0.9m、

その他3列は0.8mほどを測る O いずれ

も埋土は黒色土であるO 検出面から弥生

時代のものであるが、時期を特定するに

至っていない。周辺に中期中葉の土坑群

が密にあり、また掘立柱建物8と同じ方

向性をもつことから相互の関連性は窺わ

れよう。

掘立柱建物8

(中森)

(図61、図版24-1) 

D3・E3グリッドに位置し、南北方向

を主軸とする 2x 3開のものであるO 東
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第 3節弥生~Ò墳時代の調1ii

備 若雪

i支部・上総務!こ数;了後c下総fiiilこ号?ワ耐と員法1ft長

西簡は3 .4~4.0m、南北開は6.5~7.4mを測る。ピットは径が0.2~0 .4m ぼどの円形を呈し、深さはO.

1~0.3mであった。西列のものは東列に比べ浅い。いずれも埋土は黒色土系である。 P 2はPl-3、

P 8はP7 -9のラインからやや内側に位置するo (木山)

土坑42(図62、図版36-3・4) 

溝14の北側に位置するO 長窪2.0m、短径1.0mの偶丸長方形を景し、深さ0.3mほどを測るO 長軸南

端には深さ約O.lmの小口状窪みがあるO 埋土は{由の遺構と異なり暗褐色{昔、質土であり、下!脅から縄

文時代晩期の深鉢368が出土した。形状から土坑墓の可能性が考えられるが、埋土や集落構造的に弥

生時代中期以降のものとは考えにくい。あるいは出土遺物から縄文晩期のものとできょうか。(中森)

土筑43~65 (国62・63)

土坑43~土坑65は、いずれも埋土が黒色土系であり、明確な時期は不明であるO 紙11屈の関係から個々

について詳述せず、検出された形状より、 A:隅丸長方形・隅丸方形、 B:円形、 C:楕円形、 D:.不

定形に分類し説明する。

A類:開丸長方形は土坑43・44、間丸方形は土坑54である。土坑43はC4グリッド南部に位置するO

長径1.3m、短径0.6m、深さ0.2mを測る。磯 (S62)が立った状態で検出している O 土坑44はC5グ

リッド北東部、溝14の東に位置するO 長径1.0m、短径O.4m、深さO.lmを測る小型のものO 土坑43・

44ともに長軸が北西一南東方向を向いているO 土坑54はF3グリッド東部に位謹し、径1.5m、深さO.

1mを測る。人頭大磯を上面で検出している。

B類:土坑45・51・53・61が該当し、土坑62は不整円形であるO 土坑51はD2グリッド西部に位置

し、長径1.1m、短経0.9m、深さO.lmを測る。土坑45はC3グリッド北東部に位寵し、 i者東上部が溝

21に切られる O 深さ0.3mを測る。土筑61はF3グリッドに位蓋し、トレンチにより西側が切られる O

深さ0.2mを測る O それぞ、れ窪0.7m、1.0m、1.0mの円形を呈すと思われる。土坑62はD3グリッド

東部に位置し、護径1.2m、短笛1.1m、深さO.lmを測る。

C類:土坑47 ・ 48 ・ 50 ・ 52 ・ 55 ・ 57~59 ・ 63~65であるO こと坑50はC3 グリッド北東部に位置するO

長径1.2m、短径1.0郎、深さ0.6mを測る。溝13埋土を切っていることから、弥生時代中期中葉以降で

あろう。土筑55はE1グリッド、土坑56の北に位寵するO 長径1.1m、短径0.7m、深さO.lmを測る。

土坑57はE3グリッド東部に位置するO 長径1.5m、短径1.0m、深さ0.2mを測るO 埋土が互層状になっ

ている。土坑58はF4グリッド北部に位置する O 長径0.9m、短径0.7m、深さ0.5mをi1tiJる O さらに底

面から深さ0.2mほどの構内形ピットが一段掘り込まれる。土坑59はE4グリッド北部に位誼する。長

径1.0m、短径0.8m、深さ0.15mを測るO 東側が浅く掘られたテラス状になり、そこから西側が深い。

土坑63はE1 • 2グリッドにまたがり、直霞1.9m、短径1.1m、深さ0.2mを腿る。土坑64はF4グ1)ッ
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題64 遺構外出土遺物

ド南部に位置するO 直径0.8m、短径0.7m、深

さ0.2mを測るO 土坑65はF3グリッド南西部に

S59 位置する。直径0.7m、短径0.5m、深さ0.3mを

測る。上面より拳大の礁を検出した。北西部は

さらに0.2mほど掘り込まれるO 土坑47・48はいずれもA4グリッド南部lこ位置し、東開は調査毘境

へ続き、深さは土坑47が0.2m、土坑48がO.lmを測るO 土坑47・48ともに砂機をほとんど含まない点

が類似しているO 土坑52はA5グリッド南側、土坑53はD2グリッドに位寵するO ともに北側は削平

され、深さO.lmを測るO 土坑47・48・53は、いずれも楕円形を呈すと思われる。

D類:不定形は土坑46・0 ・56・60であるO 土坑46はA4グリッド西部に位置し、 は吉Ij平され

る。長径1.0m、短径0.7m、深さ0.2mを測るO 土坑49は、土坑47・48の西側に隣接するが、埋土は土

坑47・48とは異なり砂i擦をやや含む。土坑60はE'F3グリッドにまたがるO 長経0.8m、短径0.7m、

深さ0.35mの土坑が切り、切られるものは長径1.0m、深さ0.2mで、ある。土院56は土坑55の南で検出、

南側が調査思境へ続き、形状は不明。深さO.lmを測る。埋土は土坑55とは異なる。(木山)
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第3節 弥生~ぢ墳時代の調査

5 )遺構外出土の石器

5霞の遺構外からは全部で、54点の右器が見つかっているO 内訳は、石鎌4点(黒曜石3・無斑品安

111岩1)、スクレイパ-1点(無斑品安山岩)、模形石器(両極打撃痕をもっ石器全殻を含む) 9点

(黒曜石4・無斑品安山岩l・玉髄3・璃瑠1)、模形石器削片2点(黒曜石 1・無斑品安山岩1)、

掠形 1点(黒曜石)、磨製石窟了 1点(細粒花嵐岩)、磨製石器破片 1点(黒色頁岩)、磨製石斧転用

散き芯1点(閃緑岩)、石録3点(安山岩)、散き石l点(安山岩)、磁石片?点(細粒花闘岩4・頁

岩3)、加工痕のある剥片2点(黒曜石 1・無斑品安山岩1)、{吏用痕のある剥片 1点(黒曜石)、剥

片18点(黒曜石13・無斑品安山岩2・3玉髄2・7K品1)、砕片2点(黒曜石)であるO ほとんどが本

来帰属していた遺構や包含層から遊離しており、 出土層位から個々の を判定することは困難であ

るO 大半は縄文から弥生にかけてのものと見られるが、砥石はそれ以降の時期のものがかなり含まれ

ているだろう O また、玉髄・璃E器製石器は出土層位が闇層以上に限定されることから平安時代以降の

ものと考えられるO (北)

表42 臨64お器観察表

遊物
器 穣 石材

| 蚤大長
篠 考

番号 番号 l翠位・透機 (cm) (cm) (cm) (9) 

847 I 64 F5 
平7ま諜 ，'n日記イ[ 1.9 ム1.

111綴 iごたj

848 64 E4 ・[J島幸 有数 mn長平; ム2.4 ム1.9 0.5 ム1.7 i草剤耐技会的〈およびガジワ幻H
549 1 6.1 

C3.[][lffi 7- ;;v~ト14抱下EE尉 アbクrま一百岩一数製品ー !，f，一時石

ム2.0 ム1.8 0.5 ム2.1I炎ii!岐部照滅。定
550 p.\~制改i時 i 2.3 0.5 1.3 夜十j磁波

551 6.1 :.~lUM~行 日; 0.4 1. 0 I炎iこ素材77fE筏
552 然.f)E品交i11:ti 2.5 :).;) O. .1 生

553 6.1 
E4 

波形石w.~ i間以111怨 2.8 3.6 上下級;こiYiれ
111，1援下級

(t'lt39 ;スク山一[ 7.0 1.9 11.1. 0 
二夜パァィナ。災戸j縦揺の!品化がすrしいτ 刃淵Hこ
f殺到H斜線痕

S55 64 C3・IlIIi'i ヨヲf色丁 総ゃ~1Ë隊ぉ ; ム3.1 ム6.0 0.6 ム15.8I詰1欠

F9・IVf'i:i
!詩型2石斧

間総沼 9. i 5.3 3.7 328.0 タ~fîf!î }J7i斧を高実き :nニ転倒
幸三!ll絞きそI

S57 64 
E3 

IVN?j 
司守主宇 安ilJ!t守 7.8 1.9 

C5 
S58 64 

IV年j
おま量 PfLJ :r~~ 6.8 6.3 1.8 

559 6.1 
D5 

干a季
IVh'/ 

R !lj~i~. 立3 3. .1 102.0 

S24 堅主穴住!泣1

的師磁{技)片t?つ i; 制災111i技~i- ム12.2 Iム11.8 8.0 ム1233.0 ほ!版22-4 写災のみ潟品ム残存本数分の笠

緊穴住.16-1 8.8 ム3325.0 阪!坂22-4: T:/Jをのみ搭載。炎裂に5p貝!;i.泌をもっ3
11去作字数分の-f'，¥!支

堅苦穴住民 l 終 Y'III怨 12.3 7.5 .1. 7 605.0 i主]絞22-，) 空手のみ掲載. f'l~警

怒穴住筏 l 主義 Y'lllお 7. 6.7 1010.0 図版22寸守'吉良のみm議終止kPJ後

怒穴住Ji!:-2 安警 安111岩 20.0 16.5 6.3 3030.0 E君!援23-5:写交のみ掲毅f'1主主

830 ; 竪穴住成2 を議 :b: 11 j ..t~. 8.0 6.1 2. -1 180.0 [議!波23-5:本交のみJ詰絞コ!丹後

S31 i J:J1i23 長室 安J11:t1 7.2 148.0 I溺滋25叩3:竿}:{のみ掲絞2 問後
S32 jニ坑23 務 'ieIlJz. 10.5 6.1 3.8 制。oI関知5-3: 1:.J:.!~-Ìのみ泌総問

1:;;[23 主筆 2主1114コ 10.7 9.9 .1. 0 595.0 I"ll援25-3ふ写交のみ掲載。 1可喜善

534 i二;J(23 芸名 Y'llJお ム11.8 17.9 6.2 ム1530.0I 1"'])波2日刊のみ脚。 f鳴。半分ほど以

844 ! 疑問: 産主き石 安山岩 1.6 
ωo1j ikiR琵35-1: 'zj:Jfのみ掲絞っ平な内務事1m。災事ll[if，f

絡にわずかに絞tI浪

; 疑穴住居3 震を 安J11

十三
1700.0 I 1"'11坂35-1 写交のみ掲総門綴

~/\f:ì: 祭器 1i.!lJ!t1 715.0 
i滞在ぇ35-1: 2Y..1~-Ìのみ総後一 孝夫;fli二チョッヒングトクー

ノレ状の}J泌を1M:

S60 
C6 
;倒閣制 黒色Eミムう 民}波37-2:写災のみお絞o. 117製斧ji'かっ

IV滋
ム47.6

861 
1)5 

長tき司王 安111是i 15.0 5.3 755.0 図版37す 空手交のみ;話教二待状。同ニ絞打後
lV!?'j 

862 [:l;t.13 長記 I 1'!l絞安11，"守 i i刻。;訴])坂37-2: 'xJ-j'{川闘。f'HUf3
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5区の調査第5章

ピット一覧(1)表43

E訟を整合む、1'7131こIfiJじ

考

やや出色み

j菜い

i来い

砂在意多く含む

{隔

v 

v 

v 

H
H
一日制一日ぬ一

4

28 

19 

B 

お
一
辺
一
幻
一
お

19 

15 

18 

地区

縦
一
郎
一
間
一
側
一

L
E一
縦
一
郎
一
側
一
別
一
間
一
加
南
部
百
四
百
五
百
五

考 対o.

714 

715 

il7 

?己色土ブロソク滋

大祭

;器j主役illt担7l' 3 

深

1'624と類似

1'623と類似

ll:Jt立cJj昆

t詑

篠i壁土

V
一m
u
一w
H
一刊日一一円一
m
u
一
V
一
V
一
V
一
V
一
V
一W
H
一w
u
一m
u
一m
H
一
一
円
一
日

純
一
側
一
応
一
お
一

E
M
一3
…
ロ
一
路

鶴
一
同
一
泊
一
れ
一
初
一
初
一
孔

鶴
一
州
一
日
一
お
一

ω

地区No. 

弥生<!.tjgJi[:j杯、深い

1'1079と立E..5:

砂燦少

砂採少

i菜い

黒色土、やや紗擦

やや潟色、妙長議会む

よ完結色土ブロック滋

やや託Jt立みイ;:びる

紗援金少数、深い

v 27 16 

別
品
一
幻
一
お
一
回
一
幻
一
辺

f&篠少

妙燦少し含む

ω一
幻
一
刻
一
応
一
一
山
一
以
一
お
一
一
μ
一
刻
一
山
一
鉛
一
幻
一
お
一
お
一
お
一
お
一
犯
一
日
一
間
以
一
幻
一
羽
一
山
山
一
お
一
約
一
お
一
日
一
口
一
お
一
計
一
討
一
時
一
日
一
お
一

ω
一お

F
一
円
一
口
一
れ
一
日
一
口
一
口
一
口
一
れ
一
れ
一
口
一
口
一
口
一
円
一
口
一
口
一
円
一
口
一
口
一
口
一
れ
一
円
一
円
一
円
一
円
一
れ
一
日
F
一
山
一
引
一
日
U
一
引
一
E
U
一
日

718 

719 

720 

722 

723 

72.j 

725 

726 

729 

730 

731 

732 

734 

i菜、民H立二L:':;}びる、l'645 
~650類似

i!Jt立1:潟、 l' 645~650 主主

似

2 段、 P645~650類似

V
一
v
一
v
一
v
一
V
一
v

プJ-Jf;、 p645~650綴似

t者

深い詰11い、 IIIつ

砂緩 l二!許IIこfEむ、 戸事い*111
い、 IIIつ

11it、

;~.u包土砂際、小1[1 長菜、 j京

i!J(立ニI:i.民

1ヲ

¥1 

1ヨ

mu

一v
一v

v 

v 

lヲ

30 

20 

33 

23 

28 

28 

9
一
一
凶
一
日
出
一
お
一
お
一
山
一
辺
一
路
一
口
一
幻
一

ω一
例
一
お

25 

18 

お
一
日
ω
一
お
一
お
一
幻
一
れ
一
明
日
目
一
お
一
お
一
治
一
お
一
以

B4 

B 4 

645 

646 

649 

650 

652 

653 

654 

655 

v !3 22 29 F 676 

茶色j二ブロソク'dむ、深い

94 

砂E警合む

災色ニ1:ブU ソク災

v 

¥1 

25 

33 

21 

25 

23 

30 

幻
一
幻
一
例
一
部
一
同
一
幻

F 4 

F 4 

引
一
円
一
日
日
引
一
日
刊
一
山
一
一
い

6i7 

678 

679 

680 

681 

682 

683 

68.! 

i治5

686 

687 



第 3節弥生-I~ï墳時代の調査

表44 ピット一覧(2 ) 

No 地区 備 考 No 地区 綴 若雪

i深い

深い

深い

i淡い
;深い

7ωi 

782 

783 

784 

786 

788 

789 

790 

791 

792 

793 

797 P884-337綴似した

798 i E 小Pi t 

799 
884 も/

P88，1-887類似した

800 小Pi t 

802 I 
v 
P88，1-887絞似した

ω 'J、Pi t 

808 
v 
P88，j-887経1似した

811 小Pi [ 

814 P884-887室長似した
E 4 v 

'J、Pi t 815 

816 

818 

819 

820 

;深い

深い

840 

841 深い

的3;

844 SK42と43の1m

845 

846 i長川下建物7P 2 

847 j潟、，Ifl:ll!物7P 5 

848 linlHJ:illt持7P 8 

84哲

850 

851 I j島l立住土st持7P 6 
852 長llJLtHt物7P 7 

お

856 

857 

858 

お9 I 
860 
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第5章 5区の調主主

表45 ピット一覧 (3) 

地区 ; 主義径 短径 深さ ;埋土 告審 考 備 考No 
(cm) (cm) (cm) (cm) I (cm) I (cm) 

1010 D 1 

下寸ょ ; E 2 
きさ穴住自 2P 50炭化物合

1011 I E 1 22120111lv  
む。lJ'd.fi主iこ関述。淡L、。

I 1012 1 D 1 30128114 

932 E 2 23 I 19 19 V 2i li Vl 

933 E 2 

&…  2一16 V 

D 1 I 40 25 20 v 

934 E 1 1015 I D 1 19 19 21 V 

935 E 1 v 

附汁D.E士1 
21 20 i 17 i V ! 

E 1 21 1 16 I 13 1 V I 1017 22 I 17 I 11 I V 
、 1018 25 221231\~1 " 

20 18 12 I v I 1019 E 2 -!l 32 30 羽;

E 1 I 17 I 17 14 I v I I 1020 E 2 30 20 14 VI I 

1 28 I 20 16 V 1021 E 2 22 19 21 

19 13 I v 1022 D. E 2 I 114 81 8 Vl {:i 

19 14 v 1025 E 1 20 I 17 15 V 

944 E 1 20 18 23 v i青色L、 1026 E 2 33 28 12 I ¥'1 

9-15 E 1 17 16 12 v E 2 28 23 22 I v 

946 E 1 23 18 I 10 v 1028 E 2 26 22 27 v i!翌穴住総2P 4 

947 E 1 23 17 12 V 1029 D 2 18 V 深い

948 E 1 35 25 14 I v I 1030 D2 I 19 18 18 V 

E 1 26 I 15 12 V 

1031 E 2 ぉ者ドプロ951 I E 3 iぉぉI 10 j~ 2 P 7 

953 E 3 24 19 15 九/

1卯…凶五五寸 Fドヲ955 呂6 123 I 1ω 18 V 1033 I F 3 47 

956 B 5 31 27 34 

m廿計七→957 C 5 35 I 32 16 V 43 I 2-1 I 18 I V 

963 F 2 20 19 8 ¥'1 1036 I E -1 38 

964 F 2 68 51 11 v 1037 F 3 21 15 19 V 

966 E 3 29 15 14 1守 1038 F 3 20 15 15 V 

967 D 4 31 25 I 16 1039 F 3 29 25 V 

968 D5 22 18 18 I V 1040 E 3 22 V 

969 I D 5 32 2官 I 17 I V 1041 E 3 26 25 28 1司

970 I C-l I 21 I 20 10 V 1042 E 2 20 I 19 I li V 

971 C 4 25 V 人11M雲 1043 E 2 2-1 22 I 10 V 

972 I C 4 36 32 1044 E 3 17 I 14 I 14 

973 C 4 I 24 24 14 V I 1045 I V 

974 C 4 23 22 19 v I 1046 V 

975 B 4 ぉ;ι12 I 23 V 1 1017 I F 3 li 14 20 V 

976 B 3 52 42 22 V 1 1048 F 3 27 25 21 v 

F 3 20 I 17 I 19 V I 

l川!一1貯昭4げ、
1050 F 2 25 I 24 21 v 

50 I 8 】羽 I 1051 F 2 鉛 I 14 】 12 I v 

43 1 16 i V 1052 F 2 25 20 I 11 V 

40 I 8 I V 1053 F 2 lヨ 19 i 11 V 

982 D 2 29 18 V 1054 F 2 18 18 15 V 

E 3 19 I 8 1055 F 3 I 20 19 9 

986 E 5 35 I 33 1056 25 v 

987 E 2 13 1日57 31 

989 C 4 21 1 16 i 10お E 3 30 28 15 I v I 

990 E 2・3 例75 8 1059 E 3 18 17 I 18 17 13 I v 

991 E 3 :つ 1ヨ 縄文総f波2軍吉本 1060 D 3 36 32 10 I V I 

993 E 2・3 50 15 " VI i 1061 D 3 20 I 19 i 23 

994 C 4 28 23 I 12 1062 D4 26 22 21 V 

995 I C 5 i 29 22 I 32 V I 1063 D3 19 19 19 v 

Eヲ8 C 5 23110i v 1064 D3 28 V 1深い

997 F 3 48 I 42 11 V 1065 D3 16 2，1 V 

999 F 3 18 I V 1066 D 3 I 21 V 

1000 B 4 27 19 20 V 1067 D 3 28 I 27 21 vj  

l∞ B 4 18 v 1068 D 3 8 

25 I 32 
V i_主会む、夜穴itIiき2 D 2 30 29 V 芸ノ¥:{七iei2P3

1003 F 9 29 
P 6 I 1070 C 4 21 l宮 v 

1004 E 2 50 20 10 V 完J認済み 1071 C4 23 16 

1日05 E 2 19 13 1-1 V I 1072 C <1 22 9 VI 

l∞6 I D 80 46 1073 C4 2-1 13 I v 

l∞7 I D 1 45 30 8 107-1 C 4 I 20 18 17 

lω8 I D・E1 30 22 I 27 I V I 1075 I C 4 26 I 22 11 I V I 
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第3i.iii弥生~古壌l時代の誠斎

表46 どット一覧 (4) 

(cm) (cm) I (cm) 
考 地18:

裳径 i儲 i 深さ i 土 ( 
(cm) I (cm) I (cm) 埋

備 考

寸M刊N百Jm行五iつl 地区 臨!髄|深さ l埋土| 繍
C420120111IV  

771
6
-1
54
1 

|組問f;ij6 l' 2、

計三忽
1106 C 3 

弥生笈

C 4 I 31 23 I 16 I V 1107 F 2 23 I v I 

1079 I F 3 I 14 I 13 I 12 V I 1'668と立Eぷ 1108 E 3 53 I 44 8 I ¥ヨ!

1080 F 3 I 21 16 11 V 1109 C 3 68 I 61 i 61 E;主i虫干tis牧ry6l' 3 

!f，Jマ 1'1霊)~、 rt1持i込 III 53 3.) ￥ i 
同トiB -1 20 18 I 10 [ V C 2512410IVI  

B 4 I 20 19 20 I V C 5 I 23 1 21 I 33 1 V 

1085 C4 1 32 25 15 I V 7I:1T.iIi，丹、J弱点tH!l物?
1086 C4 28 I 26 18 V l' 

1087 I C5 1 26 1 22 12 V lll.) 1 C 5 26 1 21 15 \~ 
1088 C5281281231V  1115 0.) 判制問硝

1089 C 5 1 22 21 27 v E 1 

1090 C 5 

泊許̂汗判トZヱ
1117 I 02 23 18 19 V 

1091 I C -1 1118 02 1 26 I 23 1 14 1 VJ 

1092 C 4 ro I ~ I v 1.土i1<'、ブロ yク 1119 I 03 

1093 C 5 I 1120 03 円寸ザト I \~ 
1ωC5  1 25 I 22 12 V F 2 28 I 21 I 14 I V 

1095 1 C 5 21 i 16 I 8 I V 1122 03 18 I 18 15 I V 

1096 C 5 

τ十下 ; 
1123 E 2 55 I 45 26 I E世穴i1!i立2l' 1 

1097 B 5 22 18 1.) V 11忌! i 05 105 I 3.) V 

10 22 16 I 27 I V 11251 C2 長fi5'L れi.!l~持 6 P .1 

1100 B 5 17 I 1.) I 21 v 1126 C 3 55 1 lliU:r:tti.!l1持sP 5 
1101 B 5 16 7 I V i 知P器1i汗、航れ:的7

A.) 圭 3.) 

す日?; 1133 C 3 

301221v  1出 C 5 27 24 18 I 

68164159 総点十世物自l'1 1135 0 2 37 I 35 

606， 612、 613、 618、 619、 626、 630、 632~635、 637、 639、 641、 6cJ7、 648、 651、 665、 667、 66号、 671~673、 675、 689、 690、 698、 702、 703、 708、

火設
716、 721、 727、 728、 733、 744、 745、 74号、 755、 756、 765、 767、 774 、 775、 781、 785、 787、 79.)~796、 801 、 803、 804、 806、 807、羽9、 810、 812、

813、821、824、827、828、829、830、835、836、8.)2、853、85.)、863、882、896、900、904、911、912、917、918、926、928、宮39、950、百52、95.1、同町脊……1 岨 l… 1醐
it!!18:長後!短径 深さ Ii!l!:!: I {議 考地区 (m) 淫 綴 考 No 地18:捜土 1 

I 09 I 02 i 災 ill117 IE4~F41 、o 1 0.9 1 0.2 1 V 

( ) :まlfE泌総

6 )古墳時代の遺構と遺物

溝18(図65、関版37-3・4・39 4) 

溝18はD4 グリットからE2 グリットにかけて、南東方向にほぼ直線状に延びる。指O.8~ l.Om、深さ O

2~0.4m、検出した長さは約36mを測り、南東側は調査区外へ続いている O 掘り込み面はV層下面と考え

られ、地山まで掘り込む。遺物は埋土中に古墳時代後期の聾 (372)、高杯受部 (374・375)が出土したほ

か、検出面閤辺などから同時期の土器があり、平安時代のものを含まなL、。そのため吉墳時代後期のもの

と判断した。遺物の集中もこの溝跨辺に限られ、調査援においてこの時期のものはない。また溝の方向は

後述する平安時代の条翠溝とは巽なる。この溝以外に遺構がないため性格について明確にし得ないが、埋

土に水流の痕跡がなく、直線的な在り方は区画などを意識した人為的なものであろう。(中森・木山)
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第4節
1 )概要

第4章第4節でも述べたが、平成13年度調査(1~ 3区)では条皇に関連すると

考えられる等間臨の溝が4条検出されているO 本調査区においても、それと間様の

ものが検出される可能性が考えられた。この時期の遺構面は 2酉(亜 .IV層下面)

そのうちIV層は、比較的調査区全域に分布するが、下面において遺構はD

2・3グリッド罵辺でしか確認できなかった。溝を5条と集石土坑l基だけであり、

平安時代の調査

5区の認査第5主主

あった。

溝の在り方には規制性を見いだすことはできなかった。また 1~ 3区に連続する溝

その規則性か

もない。

一方蛮層上面において、後述するようにまとまって溝を確認した。

ら条毘告Ijに関連し、さらに 1~ 3区で検出された溝と連続するものと考えられるO

またD4・5グリッドにはピットが集中していたが、 これについても規則的な配列

はなく、建物を復元するには至らなかった。ただ、この地域にとっては輪入品であ

る緑・灰勅陶器がまとまって出土したことは、近くにそれを受容する施設の存荘が

想録できょう o (中森)

2) IV麗下面の遺構と遺物

土筑66(図66、図版39-2・3) 

D3グリッド南西部に位置する。誼径1.2m、組径1.0mの構円形を呈す。北西側

A' A 

はテラス状の平坦部をもっO 遺構の中央部には、比較的平坦で人頭大の擦がまとまっ

したが、他に遺物はなかった。深さはO.2mほどを概るが、礁の状況から本て

しかし上詣では検出でき

(中森)

来の掘り込み面はIV層上面であった可能性も考えられるO

この閣のものとして扱った。

溝19~23 (鴎66、図版39-1・4) 

D 2・3グリッドを中心lこ溝を 5条検出した。このうち溝21はC.D3グリッド

に位置する北東方向の直線的なもので、東は言語査区外へ続く。西はT3に切られ、

したにすぎない。検出長は約16.2m、臨1.0~ 1.5m、深
54.4m 
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第 4節 平安時代の誠至宝

さO.4mを測るO この西端近く i者側に逆 fLJ字状を呈す溝20がある。溝23は古墳時代の溝18を切り、

緩やかな弧状を描く O 北側で東西方向の溝19を切っている O また溝23から1.8m東、語査区際に溝22

があるo (中森・木山)

遺構外出土土器(図68・70、カラー国版5-1、国版40-3、41 6" 42) 

遺物量は少ないが、 IV麗からも平安時代のこと器が出土した。遺構が検出されたD2・3グリッド

辺は少なく、調査区南西のF3・4にやや多い額向がある。須恵、器を主体とし、緑・灰紬陶器もわず

かにみられる O 土師器が少ないこと以外車層との違いはなく、大きな時期差はないと考えられる O ま

た、鉄関連遺物がごくわずか (F115・116・128)にみられた。(中森)

3) m麗下面の遺構と遺物(顕66・67、カラー図版5-1、図版38・41・42)
E層下面では大小33条の溝(溝24~56) を検出した。福は0.6m前後のものが主流で、ほとんど0.1

mほどと非常に浅いものであるO 南北より若干西へ向く軸に、並行あるいは直交するものが多い。そ

の中で調査医西壁際の溝25は約50mにわたって検出した直線的な溝で、深さも0.2m弱と他のものと

異なるO また南側 (F5グリッド内)では底面に小ピットが連続し、砂磯が含まれることから水の作

用を受けた痕跡と考えられる。同様の痕跡は溝25北に誼交する溝50にもみちれ、この 2条が他の溝と

様相を異にする。

そこでこの溝を基準に各溝との関係についてみたものが、図66左下の模式圏である。溝の深さが浅

いため、すべてを検出したものは少なし可。そのためかなり推定を加えているが、南北方向のものをみ

ると、溝25からほぼ5.4m前後の間隔で溝27 ・ 28 ・ 30~33の 6 条がある O 溝28 と 30の間は告の 10.8m

ほどの間隔があるが、この聞にも本来溝があったか、あるいはあえてつくられなかった可能性が考え

られる O 一方、東西方向は溝50から南へ同じ間賠で溝53、さらに 1条飛んで51ないしは48がある O こ

の溝51・48が同一であるかは確認できず、ここでは別番号を付している。また溝41はほぼ現地形変換

線に沿っており、境界を示すものであろう O 溝42もこれに類するか。そしてこれに並行して溝32・44、

直交して溝錦、 56がある。溝42 44間が約5.5m、溝49と56の間も15.8mほどあり、ほぼ規格とおり

といえよう O

以上のように、これらの溝には一定の規格が存在したといえ、古代の条里制の痕跡と考えられるO

すなわち溝25・50を軸とした区画がなされ、東側は台地縁辺部にあり、その地形に沿って、規格がし

直されていることがわかるo (中森)

遺構外出土土器(図69、カラー図版5 1、図版42)

393~413は遺構面直上出土の土器である o 393は京都産緑柚陶器で、 3個体がD5グリッドを中心

とするピット群周辺から出土した。同ーのものであるが接合しない。また土師器饗が、調査区中央付

近 (Dグリッド)にまとまっているO
表47 図65土器観察署員
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布にとくに偏りはみられなし1。土師器がやや多く、

中には刻文をもつものがある。鉄関連遺物では鉄製

わずかに鍛冶棒、羽口がL点、ず、つ品が大半を占め、

あったのみであるO

全体的には灰粕陶器の割合が高く、黒色土器は非

図66

砂liioii蕗 18~童二七)

1:40 1m 

20m 1:800 

-杯類は土師器、須恵器がぽぼ向量

1'"'-'3区にみられた刻文土器

もあり、土師器高台付杯に多い傾向があるO

常に少な ~)o

また、といえよう。頂鰭下扇遺構模式圏

また共

(中森)

9世紀末'"'-'10世紀前半代のものと考えられよう O
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表48 IV層出土土器・掲器観察表
透物 11章関
番号 [ 主宰号

不 12.0

* 14. 0 
キ12.6

ネ13..1 

* 18. 6 
ネ19.8

本 10守6

手重 ~IJ I器翠

3JuH I iITl 

3l'UU I淑

後滋 Ifil1 

第5節 中世後期~近世の調査
1 )概要

本語査医では立層下顎において、中世後期~近世の遺構を検出した。中世後期から近世初頭と考え

られる 2基の土坑があるO 潤辺より五輪塔部材が出土しており、また遺構も基と考えちれる状況を示

している。 1.立層内から貿易閥磁器が多く、かっ国産陶器も一定量含まれ出土することはむ区の遺

構群と併せて注自されよう O また東西、および南北方向の溝を10条検出した。溝60・63は現代耕作地

の段とほぼ一致しており、現代まで踏襲されている点は興味深い。(中森)

2 )検出した遺構と遺物

土坑67・68(図72、図版43-1 ・2・5) 

i有北に 2基並ぶように位置するO 南側の土坑67は長径1.3m、短径1.0mの隅丸長方形を呈し、深さ

0.2mを測るO 埋土上面北側中央部で、径15cmほどの瑞平な円磯が出土した。その北にある土坑68は

103 
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{綴考

397 

398 

399 

103 1 69 

~1O<1 I 69 

105 I 69 

106 I 69 

116 I 69 

117 I 69 

118 I 6骨

119 I 6号

420 I 69 

125 I 69 

126 I 69 

127 I 69 

128 I 69 

132 

13:l 

13<1 

<HO I 69 

111 I 6臼

H2 I 69 

44:1 I 69 

1+1 I 69 
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第5輩 3区の調主主

長後1.1m、短径1.0miまどで同じく隅丸長方形を呈し、深さO.2mを測るO 遺構内には人頭大以上の擦

があり、西側南北両明から釘 (F132・133)が出土した。この上層から空風輪363、および周囲から

地輪362が出土したことと合わせ、これらは墓である可能性が高い。(中森)

溝63(国72、国版44-2) 

緩やかな弧状を描きながら西から東へ伸びるO 長さは約24m、I幅O.6m前後で、東端は斜面へ向け

大きく開く。深さ約O.5m。肥前系陶磁器(445"'449)、鉄製品(F135'" 137)が出土した。(木山・中森)
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図70 m. N彊出土遺物

表50 m. N層出こと鉄製品観察表
檎成

透 物 名
感(立、滋機 I 計測{重(cml l)j霊童霊 磁去費度 メ:¥'J;，度 綴考

No i長さ 鐙:浮さ I(g) 

107 変J 主主主~Sl\(鍛造品)刀 B5 lVV.ヨヒffii 3.85 I 2.3 I 126.0 3 鋭化(ム)

108 /もみ 鉄製Nll(霊安mlWl)刀子? F3 I m綴 2.95 1.25 I 0.7 I 2.6 2 鋭化(ム)

109 守主 鉄製fll~tll (然主主 [~~ll)絞っ C3 I IVI言U:ffii 2.35 7.65 I 1.2 I 26.2 4 鋭化(ふ)

110 べ知一、 鉄製~~il (î設iさ【-\i:\)絞っ i C3 班長会 2.3 4.35 1 1.1 15.8 3 I 鋭化(ム)

111 司君 鉄製品(絞i造品)絞っ ])2 ! 聞 I 5.1 2.5 0.7 16.6 3 I 鋭化(ム)

1121 袋 I 二製品(設造品)絞っ トレンチ3 5.5 I 2.15 I 0.75 13.0 I 3 鋭化(ム) I 

113 .)1ま 鉄製品{綴造品)皇室 ])3 I IVleiJ二[師 1.6 I 5.4 0.9 19.2 I L(⑧) 

114 I 丞 l 鉄製品(鍛造品m ])3 国防?下!官j 1.7 i 4.35 1.7 14.6 I 2 鋭化(ム) i 

115 I をそ 鉄製品(鍛造品HT G4 I IV!i:?LI::!r'i 5.25 0.75 6.5 I 3 1銭{ヒ(ム) I 

116 i言 i 鉄製部 ])2 1VFcヨ1.:[>母 1.1 3.6 0.65 .1.2 鋭化(ム) 1 

1171 長 ! 鉄製品(綴造品m E4 滋!投下総 1.0 1 2.15 0.7 I 2.0 1 I 鋭化(ム) 1 

量制一号
鉄製SlJ(綴込tOI1)主w、不IJ月 ])4 国際 I l.45 I .1.4 1.2 7.5 I 2 鋭化(ム)

鉄製品(翁造，1~)惨状不明 トレンチ2東 1.55 I 5.1 0.8 5.3 I 2 鋭化(ム) I 

鉄製rRl(絞造6t¥)路状不可j I ]).1 rnWi 0.9 3.25 I 0.7 4.8 I 2 鋭化(ム) ! 
鉄製占以後Jili:lRl) 液状-1;I~j E2 i 盟関 2.5 5.1 1.7 23.4 I 2 鋭化(ム)

鉄製品(諸島;iふ51)Al草奴ik C5 狙た 4.2 2.6 1.1 8.5 I 2 1 鋭化(ム

123 主主 鉄製品(鍛造rrfl)反状 全壊つ B4 I 副総 2.6 2.05 ! 0.85 3.8 2 I 寿化(ム)
124 %3 鉄製品(宣言造品)}i]l友不可j トレンチ3即総 I 2.3 2.05 1.1 3.0 2 I 鋭化(ム)

125 さま j 然主::i:SlJ(鍛造品)紋{t:fヨ。 C3 脱線 I 2.4 1 1.75 1.1 4.3 2 鋭化(ム)

126 記長 ; 鉄製品(綴白山不lifj品 E2 I¥'fi'i上総 2.85 I 2.25 1.75 13.1 鋭化(ム)

127 {窃 j 鉄製品(不明品) ;α| DIJ: 1.2 1.8 0.75 1.4 鋭化(ム) 1 

128 第 i 泌形芸を治本(小会談) B3 I 乱iW1Tfi'i I 2.4 38.2 2 I 鋭化(ム) I 

129 I 鉄製ST1(銭主主ぷ) I E2 
IlI!fii 1.1防 I 5.9 i川川川市川4口 鉱山 ] 

130 をき ; 淡を1SrH主主主ぬ) I ])3 lV隠上樹 立3 I 矧ヒ(ム)

131 I 鉄霊山品(雲寺iさぶっ)長Zlえ C3 III Wi I 3.9 I 2.35 I 2.7 I 2宮8 I 銭化(ム) I 

132 dミ $1 C3 土坑68耳目j二IjJ I 2.5 i 3.05 0.8 1 5.8 1 鋭化(ム)

133 語a ;ff 1 C3 土庁[68烈!土中 1 0.9 I 2.9 I 0.4 1 1.7 1 鋭化(ム) 1 

134 者t 鉄製品(綴1立11古)織または数 C5 i品60 十8.05 I U5 I .1九削 2 I鋭化(ム) 1 
135 主主 i 後裂NMj芸.it!e7)) 矧ヒ(ム)

136 1 飴台宗 ]).1 ;持63 2.35 1 2.8 1 0.85 6.2 i 1 

137 1 c:i美 I :j:jO(i!"l治) ])4 滋63 4.15 I <1.75 I 1.8 I 23.6 i 1 なし

ρ

。



~5fií'í 中t!t後期~近伎の認査

表51 ピット一覧
j i主義後 続筏 深さ i 長径 i 短径 i深さ i 

No.i 地区 I(cm) I (cm)(cm) I主里土 備 考 No. 地区 (cm)(cm) 1!(cm) 埋土 綴 考

519 1 D .] 55 .13 I 22 I III 必;'.1'畿、士郎郎赤彩 565 C 5 I 23 1 21 i EE 1HI I i 
520 1 D .1 3i 1 33 22 日 clcU'liワ;民6 1 " 3 1 30 1 2i 1 

521 i D 5 30 1 23 1 1 i 1115671103135  26 

I 522 I D 5 33 I 25 I 11 証lI568 I E 1・ 10163 27 

1 523 1 D I 32 1 30 1 J.1 1 11l 1 :.Ic郎杯 56ヲ E 1 宮 50 16 11l I clcU'n 
524 D 5 1 28 I 26 1 餓 570 I D 5 5.1 2 411  弥生滋

525 i D 5 1 33 1 25 1 15 盤。71 1 D 5 24 1 22 1 5 I 11l 

526 1 D 5 1 22 1 17 1 11 1 11I 572 1 D .] 1 30 1 27 I 7 I11;  

527 1 D 5 323  17 1111弥Ej?73I [) .1 1 30 27 1 狼

528 I D 5 主 35 I 9 1 III 弥之fワ 57.1 I E 4 1 25 21 1 4 1 11l 1 
529 1 [) 5 35 3.! 12[1  7 E  .1 1 35 1 26 1 6 1il  

1 530 1 E 5 60 .19 1311  i士郎滋 78 i54 3o I 26 I I  i 

531 i [) • E 5 I 82 I 57 1 18I  i弥生・ 1:r:ポ 57i I "4・ .101331101111 j 

532 1 D 5 1 36 1 21 I 2 I 11l 1弥f]二? 1 578 10 4 I 32 1 19 1 12 i III 

533 引 i22.1 I 阻ぺl'5 47 1 12 1 iII 1 

53.1 I C ・D5 1 70 j 65 6 1H 弥分三、突<Ii文 580 F 5 60 25 百 i iII 1 

。35 [) 5 I 31 I 21 1 3 1 III 581 I F 5 I 18 16 1 16 1I!  

536 C 5 52 28 1 3 Ii  82 1 F 5 2111!  

537 1 C 5 I 31 I 22 1 6 ' .i583  I 10 5 18 16lllj  

538 B 5 1 52 1 33 1 6 1 1 115呂4 1 "5 16 1 16 1 11  

53骨 B5 037I  585 1 "4・ '18ι10 1 16 1 nI 

5.10 1 C 5 1 35 コ寸γγ寸下ー一マ「ー 11l 586 1 ".1・ 47 32 12 11l 
5.11 1 C 5 31 25 IIl i縄文 1 587 i " 4 1 29 24 1 6 1 1lI 

仁
圭 G 4 28 1 20 1 8 1l  i 5881 1'4・ .1i 1 32 I 19 i 111 ; 

Gt26  i 19 1 III 1 589F  5 23 1 17 1 8 I III 1 

G II  125 1 33 1 i 1 90  ! ".1・ 4728 3111i 

545 1 ".) 1 24 1 2 0l591  i ".1 .18 I .15 ム
546 1 ".] 1 23 1 1 7l!  592 F 4 III  

5.17 1 "4 1 27 12o I 朋 1 593"  4 4.1 i .11 I 13 1 III 

548 1 " .1 1 36 32 1 i  i 591 " 4 3  120 I 11I 

5.19 1 " 15 1 III I 595 1 G4 UU__27 LID I 1lI 
1 550 1 F .) 1 26 1 24 1 8 1 1140  31 15I  

551 I " 4 I 59 1 39 1 13 I 1lI 1 1 597 E 5 1 .13 I .12 1 12 i 11I; 

552 1 "3 .10 1 40 8 111 !'J;~七 9S1è 5 1 48 I 1011I 

553 I C .[)53411111i  599 1 G ，128  1 22 1 削

554 1 火活 600 1 ".1 331  iIi 

5551， -1 20ω8  ! III 1 601 1 E I 2i 1 21 1 10 臨

j 556 E 5 32 30 1 18 1II 弥生・土師 602 Ie 2 55 i 40 1 Il石

557 F 3 I 36 I 29よ 9 i I Z603  " 3 40 I 21 I 62 I 1lI 
558"  2 1 29 1 22 I 11 i l11 601 F 3 ! 1ω58  1 27 II  i 

559 I E 1・ 1 52 1 51 12 1ilI1128!  "4 I 18 1 16 1 13 1 酷

560 1 D 5 1 27 1 27 III 1 112百 105 28 2.1 お 1 III 

561 I 欠活 1130 1 F 5 26 22 15 

562 1 C 5 82 418II  i弥生・土品!ii 1131 1 F 5 1 2.1 i 21 16 1 11I 

563 I C 5 I 69 i ω111132  F 5 I 30 18 I 18 I II1 
564 1 C 5 .10 1 23 1 6 111 ! """ ! I  W I W I 

長筏 短径 j深さ fI1i 'it "'~ I i 長径 短径 深さ 1 1 
No. 地区 (m) 1 (m) 1 (m) 壌土; 篠 考 ;Noi 地区 I (m) 1 (m) 1 (m) 埋土! 綴 考

滋24 I C 6 -F 51 (36) 10.2-0.71 0.08 iIi j iよ5.11 ID 1-ひじ 13 I 0.5 0.12 I 

滋25 I C 5 -"  4 i (50) I 1.2 I 0.16 I 1lI 符12 I D 1 4.7 I 0.6 '1 0マ08 ! III 

持26 1 E 5 -G 4 I (20) 10.5-1.51 0 .20I1  ill，.13 I B 4 -C .]1i  0.5 I 0.06 1i  
i芯27 i B 5 -G 41 [47.5) 10.5-0.81 0.08 1 11I総1-1 IB.] -D  3j 13 0.5 I 0ム88j iII 1 

“，'li28 1 E 3 -"  41 10 10.5-0.81 0.12 1 III I "持15 D .1 3.8 10 守五百円ζ百ま JlI I 
f待29 I "3 10.3-0.5 I 0侃 lII 1 務 16 日 III 1 

務30 1 D 3 -F 2 1 18.5 10.4-0.51 0.06百!il1N7 日5-]3 6 i 10.4-1.0 i 0.12 阻!
2 i 10.7 i 0.3-0.7 i 008 股 Iiiれ8 I E 2 I 0.3-0.51 0.0.1 11rr 1 

総32 IE 1-詑 2i .1.5 10.2-0.61 003 I11 滋49 ic 2 -[) 31 00.8) 10.3-1.01 0.16 111 i 

潟33 I E I 1 (2.5) i 0.2-0.41 0.05 1 III 1 i.品50 1 B .) -C  51 (釘J) 10.5-1.0 日10 1 1Il 

品334 I G . )111  1 i持。1 i " .1 10.3-0.11 0.02 111 i 

d35 1".) -G  41 2.5 10.2-0.31 0 .03I2持52i[).I-E 51 (7.7) 1 0.3 ! 0.04III 

品L36 I E 45.7  以内二了以寸 0.08 1 i持53 I [) 5 1.5 j0.7-0.9 ! 立0.1 111 
法37 I E 3 1.2 0.2 1 0.04 I 11ij侍54 1 D 5 i 0.7 I 0.07 11H 

訪ね8 1 E 3 i 1.7 i 0.3 1 0.02 i IIi l i品55 10 3 1 1.3 1 0.5 1 0.06 部

i詳39 E 2 0.8 I 0.3 1 0 .03I1117持56 i E 210.3-0.510.01 Ili 

議40 I E Z I 2.5 10.2-0.51 0.03 1 111 1 

表52 ピット一覧
""'" 1長径|短径 深さ ! 長{歪;短筏震さ

No 也gncm) 1 (州(州埋土;備 考 Noマ|地区 1(附 (cm) 1 (州 ii壁土 撚 考

500 if3 4 36 32 i 18 11 I 510 I B.]1.14  1 23 註 j

二t一γト一十ート同一寸千ト一
502 I B.I 1 85 i 50 1 20 11 1 512 C 5 i 59 1 .16 2b:滋添付、、泊、fh

503 日 I 32 ぉ 1 11 11 1 513 C 5 i 36 1 :32 1 J.j 11 弥吐

504 i1 4 I 39 I 35 i縄文ワ I 51.1 1 13 .1 I 29 1 20 1 33 11 1 

505 1 B 31  26 11 1 515 1 1l 4 50 i 31 I 2311  

506 B 4 71  35 I 19 1 11 ; 516 B -1 1 115 1 81 1 42 説 j土的ワ

507 1 B 4 33 I 1 5l17  !B ，1 1 59 1 47 1 371:  

; 508 i Il 4 1 53 1 ，12 1 16i  1 '{fi出向;t518! B .] 23 19! 17 11 I 
!5ω 日 28 1 11I1  1 15  [j L:，j jI  H I 

長径 短径 j深さ=， 1 ;長径;短径;深さ(
No 地区 (m) 1 (m) 1 (m) 1壌土 俵 考 jI No. I1 地区 (m) 1 (m) 1 (m) 壌土 綴 考

ir'li57 IA 4 -A  51 7.5 1 1.1 0.0，1 1担話，62 iD.] -D  51 .1，5 10.5-0.81 0ωII  

滋58 IA 5-日以 7 j0.5-0.71 0.08 1 1 浴631c2-D5i(26.7)10.5-2.0j 1.00 I 

滋59 IA ，1-日51 10.5 10.5-0.8 i 0.07 自 滋6，1! B 5 1 2.6 10，5-0，71 008 !1  

総60 I B 3 -C 5 I (19.6)10.5-1.01 02II  ~"65;D .1 -F 31 24，5 ! 0，6-1.0!008 1II 
i il~61 i D ，1 0.5 i 0.05 I Il 1 1r¥，66 1 D 2 -D 31 口元 i 0.1O! 11 
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第5主主 51d:の調査

遺構外出土遺物(図73・74)

遺物量は I畠よりも立層が圧倒に多い。間層からはまた中世後期の貿易陶磁器がまとまって出土す

る。ただ青花が主体的でC.E群や津州、|窯系が告立つこと、白磁はE群主体、また国産陶器の在り方

や土部器聞が手づくねで占められる点などO区H層よりは新しく、近世遺構群に近いものといえよう O

また土師器火鉢が多いのは特徴的であるO 鉄関連遺物のうち擁形鍛冶津は、その形状から概ね平安時

代に比定されよう o F 141は青銅製葦の擬宝珠。経簡の蓑か? (中森)

も2

、勺久1

も3

千三，

土毘ωo
ト土t克67

も
ヲム
F'3 

関71 中世後期~近世遺構分布

表53 図73土器・陶磁器観察表
遺物 t草IBI
番号 番号

4-15 I 72 

口径
(底)

器言語 特徴 色喜喜 {綴考

446 I 72 

452 73 

453 I 73 

154 I 73 

キ155 I 73 

456 I 73 

157 1 73 3_1 11折t穏に漆{τ:J ~:î~o l:J:f:t !11こ主t付おっ海江1E 1 ifF。

158 1 73 ネ 12.0 I ム 2_3 I I…i紋部やや丸みをもっ。事長IfJE1 i拝。

459 I 73 ム1.65 I}立込み、およびJ句会釘付け!こft'T，議ITIE 11拝。
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中i:lt後期~近位の調資
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土坑68

主与

竺~ 0:，子

':':<::;:;:::-:"，'くDf2;J'0 .F::::::::-:主

①黒色土(しまり非常に弱い、粘'N.非常に弱い、

泣径1-3叩の是正化E撃を含む)

第5節

金

FA 

ハ
孔

υ

53‘3m 

。
F133 

¥¥  

むこヨ

o 

こり克67

①黒色土(しまfJlj~ い。粘性~~い。 O.5-1cm大の風化機含む)

G 
F132 

A' 

弓心
1:40 1m 

①灰色砂'b1土(殺砂多く含む)

1:4 10cm 

54，Om 

54.7m 
A 

1 、"'"

A' 

主主

『勺ι1

ゐ鉄製品

-ニヒ著書

01:35Cl!l 

溶63

1:160 5m 

、~6

¥苧ぞ

S63 
てエヌ必8

入」49 1:6 20cm 
S64 

土坑67・68、溝63および出土遺物

109 

図72



第3主主 5区の言語査
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間73 遺構外出土遺物(1)

ハU



第 5Rfi [13世後期~近世の調査
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ピ-三ブ附 空ウ F四 w了U 口F1街敏NYt d Bl 
『ω ん;3uceo
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ゑ S"匂JOd 窓口F151 
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3 監fl j ぞ宮、…
F152 0 135cm  

留74 遺構外出土遺物 (2) 

表54 盟74鉄製品観察表

物 名

第5主主 5区の認査

、主-'F~者。

~ 
¥法 #.0
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